
明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験

宮

刀

秀

]

学
制
に
は
じ
ま
る
明
治

の
小
学
校
が
、
き
び
し
い
試
験
制
度

で
貫

か
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知

の
事
実

で
あ
る
。
月

々
の
試
験
で
教
室
の
席
次
が
決
ま
り
、
六
ヵ
月
ご
と

の
試
験
で
及
落
に
分
け
ら
れ
、
優
等
生
に
は
賞
が
授
与
さ
れ
、
飛
び
級
も
認

め
ら
れ
た
。
四
民
平
等
を
謳
歌
す

る
明
治

の
社
会
で
は
、
試
験

こ
そ
人
を
選
別
す

る
も

っ
と

も
有
効
な
方
法
と
し
て
機
能
し
た
と

い
え
よ
う
。

そ
れ
だ
け
に
、
や
が
て
こ
の
き
び
し
い
試
験
制
度
が
幼

い
児
童
に
与
え
る
弊
害
が
指
摘
さ
れ
、

つ
い
に
文
部
省
も

明
治
三
十
三
年
(
一
九
〇
〇
)、

小
学
校
令
施
行
規
則

第

二
十
三
条

に
お
い
て

「
別

二
試
験

ヲ
用

フ
ル
コ
ト
ナ
ク
児
童
平
素

ノ
成
績

ヲ
考
査

シ
テ
」
進
級
卒
業
を
認
め
る
べ
き

こ
と
を
定
め
た
。

こ
の
よ
う
に
、
小
学
校
に
お
け
る
試
験
制
度
が
児
童
に
与
え
る
弊
害

に
つ
い
て
は
、
す

で
に
早
く
か
ら
論
じ

つ
く
さ
れ
て
い
る
が
、
反
面
、
そ
の
試
験
制
度
が

、
と
く

に
明
治
前
期
に
お
い
て
、
小
学
校

の
日
常

の
運
営
、
年
間

の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
い
か
に
大
き
な
混
乱
を
生
ぜ
し
め
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
殆

ん
ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と

が
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
時
期

の
小
学
校

の
日
常

の
運
営
が
、
個

々
の
学
校
に

つ
い
て
ぼ

か
り
で
な
く
、
少
く
と
も
郡
単
位

の
ひ
ろ
が
り
を
も

っ
て
、
具
体
的

に
明

ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
稿

は
こ
れ
ら

の
点
を

い
さ
さ
か
な
り
と
も
明
ら
か
に
せ
ん
と

の
試
み
で
あ
る
。
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学
制
期
の
試
験
規
則

兵
庫
県

で
は
、
権
令
森
岡
昌
純
が
自
ら
議
長
と
な

っ
て
明
治
九
年
十

二
月

に
開
催
し
た
教
育
会
議

の
結
果
に
基

い
て
、

翌
十
年

(
一
八
七
七
)
四
月

五
日
に

「
兵
庫
県
小

学
教
則
」
(甲
第
五
八
号
)
を
、
五
月
七
日
に

「
兵
庫
県
上
下
等
小
学
試
業
法
」
(甲
第
七

一
号
)を
制
定
公
布
し
た
。

こ
れ
は
兵
庫
県

に
お
け
る
は
じ
め
て
の
小
学
教
則
で
あ

明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験



明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験

(
1
)

り
、
試
験
規
則
で
あ

っ
た
。
そ
の
試
業
法

に
は

笙

条

試
業

ヲ
区
別
シ
テ
月
次

是

期

・
全
科

ノ
一ご
種

よ

、
月
次

ハ
毎
月
馴
之
ヲ
ナ
シ
、
級
中

ノ
坐
次
ヲ
昇
降

シ
、
定
契

毎
歳
両
度
だ
朋
之

ヲ
為
シ
テ
各
其
等

級

ヲ
定

メ
、
全
科

ハ
上
下
等
第

一
級
卒
業

ノ
後
之

ヲ
執
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
条

月
次
華

ハ
各
校
贅

限
リ
後
款
定
期
ノ
様
法
ヲ
参
酌
シ
テ
之
ヲ
行
ヒ
、
時
ト
シ
テ

ハ
区
長

編

蟹

、
訓
導

鍮

域
験

区
、
小
学
校
掛

犠

難

人

等

ノ
監
臨
酬ヲ
要

ス

ヘ
シ

第
四
条

定
期
試
業

近
隣
ノ
学
区
相
合
シ
、
学
区
取
纏

区
長
及
ヒ
訓
導

鎗

域
験

区

、
小
学
校
掛
等
之

二
蕾

、
甲
校
ノ
生
徒

ハ
乙
校
ノ
教
員

癖

蟹

餓

則
堤

萎

シ
、
乙
校

ハ
又
甲
校

荏

シ
、
交
互
弊

シ
テ
之
ヲ
行
フ
可
シ

但
期
日

ハ
予

メ
学
区
内

二
通
知
シ
縦
覧

ヲ
許
可

ス
ベ

シ

第

二
十

一
条

全
科
卒
業

ノ
試
験

ハ
県
令

・
書
記
官
又

ハ
学
務
官
吏
臨
校

ノ
上
之
ヲ
行

フ
モ
ノ
ト
ス

つ
き
な
み
(
2

)

と
あ

っ
て
、
小
学
校

の
試
験
に
は

月

次

・
定
期

・
全
科

の
三
種
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他

の
府
県

で
も
、
そ
の
名
称
に
は
い
ろ
い
ろ
あ

っ
て
も
、
毎
月
の
席
次
を

き
め
る
試
験
と
、
六
ヵ
月
毎

の
昇
級
試
験
、
そ
れ

に
第

一
級
を
終
え
た
も
の
だ
け
が
受
け
る
全
科
卒
業
試
験

の
三
種
が
あ
り
、
こ
れ
が
小
学
校

で
行
わ
れ
る

試

験

と

し

て
、
爾
後
ほ
ぼ

一
〇
年
間
定
着
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
三
種
の
試
験
が
出
揃
う
の
は
、
こ
の
兵
庫
県
上
下
等
小
学
試
業
法

の
制
定
さ
れ
た
明
治
十
年
ご
ろ
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
近
代
学
校
制
度
の
出
発

点
と
な

っ
た

「
学
制
」
で
は
、
全

一
〇
九
章
(追
加
分
を
含
め
る
と
二

一
三
章
)
の
う
ち
、

「
生
徒
及
試
業

ノ
事
」

と
し
て
第
四
八
章

か
ら

第
五
七
章
ま
で
の

一
〇
章
が
あ
て

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
純
粋
に
試
験

に
関
す

る
も

の
は
四
章

に
す
ぎ
ず
、
さ
ら
に
試
験
の
種
類
に
関
す
る
も

の
は
、

第
四
十
八
章

生
徒

ハ
諸
学
科

二
於
テ
必
ズ
其
等
級

ヲ
踏

マ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
要

ス
、
故

二
一
級
毎

二
必
ズ
試
験

ア
リ
、

一
級
卒
業

ス
ル
者

ハ
試
験
状

ヲ
渡

シ
、
試
験
状

ヲ
得

ル
モ
ノ
ニ
非
ザ

レ
バ
進
級

ス
ル
ヲ
得
ズ

第
四
+
九
章

生
徒
学
等
ヲ
終

ル
時

ハ
大
試
験
ア
弥

震

勤
灘

締

郵

学

但
大
試
験
ノ
時

ハ
学
事
関
係
ノ
人
口貝
ハ
勿
論
其
請
求

ニ
ョ
リ
テ
ハ
讐

員
ト
イ

ヘ
ト

モ
臨
席

ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

(「文
部
省
布
達
全
書
」
に
よ
る
)

の
二
章
の
み
で
あ
る
。
前
者
が
兵
庫
県
試
業
法
の
定
期
試
業
に
該
当
し
、
後
者
が
全
科
試
験

に
当

る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
月
次
試
業
に
当
る
も

の
は
ま
だ
規
定
さ
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れ
る
に
至

っ
て
い
な
い
。

つ
い
で
文
部
省
が
明
治
五
年
九
月
七
日
に
制
定
し
た
小
学
教
則
(翌
六
年
五
月
+
九
日
に
改
正
)
は
、

下
等
第

一
級

の
末
尾

に

「
右
畢
テ
大
試
業

ノ
上
上
等
小
学

二
入

ラ
シ

ム
、
落
第

ノ
生
徒

ハ
猶
六
ヶ
月
第

一
級

二
置

ク
」
、
上
等
第

一
級

の
末
尾
に

「
右
卒
業

シ
大
試
業

ヲ
経
テ
中
学

二
入
ル
」
と
記
す

の
み
で
あ
る
。
「
大
試
業
」
と
あ
る
か
ら

に
は

「
小
試
業
」
も
あ

っ
て
然
る
ぺ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
こ
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

(
3
)

こ
の
文
部
省
制
定
の
小
学
教
則
に
対
し
て
、
東
京
師
範
学
校
制
定

の
小
学
教
則
が
あ
り
、
こ
の
方
が

一
般
に
普
及
し
て
い
た
と

い
う
。
兵
庫
県

で
も
明
治
六
年
十

二
月

に
、
県
令
神
田
孝
平
が

こ
の
教
則
を
神
戸

・
兵
庫

の
両
小
学
校
に
お
い
て
試
験
的
に
使
用
し
た
上
で
、
県
下

一
般

に
こ
の
教
則
に
切
り
換
え
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
達
し

(
4

)

て
い
る
が

、
こ
の
達
に
附
さ
れ
た
師
範
学
校
制
定

の
下
等
小
学
教
則
に
は
、
凡
例
に

「
一
毎
級
卒
業

ノ
者

ハ
試
験

ヲ
経
テ
昇
級

セ
シ
メ
、
落
第

ノ
老

ハ
猶
其

ノ
級

二
止

ム

ル
ヲ
法

ト
ス
」
と
あ
り
、
第

一
級

の
末
尾
に

「
右
卒
業
之
後
大
試
験

ヲ
経
テ
上
等
小
学

二
入

ル
ヲ
許

ス
」
と
あ
る
の
み
で
、
こ
こ
で
も
定
期

.
全
科

の
二
種
類
だ
け
で
あ

る
。小

学
校
に
つ
い
て
は
先
駆
的
な
実
績
を
有
す
る
京
都
府
は
、

『
京
都
府
百
年

の
資
料

五

教
育
編
』

に
よ
れ
ば
、

さ
す
が
に
学
制
公
布
以
前

か
ら
の
小
学
教
則
や
試
験

規
則
等
が
豊
富

で
あ
る
が
、
明
治
八
年
七
月
改
正
の

「
京
都
府
下
小
学
校
則
」

に
は

第

五
章

大
検
査

ハ
春
秋
両
度
ト
ス
、
及
第

ス
ル
者

ハ
証
愚
ヲ
与

フ
、
知
参
事
校

二
蒲

ム

第
七
章

小
検
査

ハ
一
年

四
度
ト

ス
、
学
校
課

ヨ
リ
出
張
監
視

ス

ヘ
シ
、
其
日

ハ
他
校

ノ
教
師
参
観

ス
ル
ト
モ
妨

ナ
シ

但
検
査
当
校
ノ
外

ハ
休
業

ニ
ア
ラ
ス

と
あ

っ
て
、
大
検
査
す
な
わ
ち
定
期
試
業
と
小
検
査
と
の
二
種
類

の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
小
検
査
は

一
年

四
度
と
あ
る
か
ら
月
次
試
業
で
は
な
い
。

と

こ

ろ

が

『
文
部
省
第
三
年
報
』
所
収
の
京
都
府
年
報
に
は
、

生
徒
試
験

ノ
法

毎
月

一
次
生
徒
学
力

ノ
熟
否

ヲ
試
験

ス
、
之

ヲ
月
末
試
験
ト
称

ス
、
又

一
ケ
年

二
四
度

ノ
小
検
査

ア
リ
、
学
務
課
吏
員

一
名
之

ヲ
監
視
ス
、
及
第

ノ

者

ニ
ハ
文
部
省
成
規

ノ
証
書

ヲ
与

フ
、
又
春
秋
両
度

ノ
試
験

ア
リ
、
之
ヲ
大
検
査
ト
称

ス
、
知
参
事
臨
校
、
学
業
優
等

ノ
者

ニ
ハ
賞
品
ヲ
遣

ハ
ス
等

ノ
事

ア
リ

と
あ

っ
て
、
月
末
試
験

の
存
在
が
判
明
す
る
。
こ
れ
で
月
末
試
験

・
小
検
査

・
大
検
査
の
三
種
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
全
科
試
験

は
ま
だ
登
場
し
な
い
。

こ
の
全
科
試
験

が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
明
治
九
年
四
月
に

「
小
学
生
徒
大
検
査
章
程
」
、
翌
十
年
三
月

に

「
小
学
校
小
検
査
章
程
」

が
制
定
さ
れ
た
の
に
つ
づ
い
て

「
下
等
小
学
全
科
卒

明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験
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明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験

業
検
査
章
程
」
が
制
定
さ
れ
た
明
治
十
年
十
二
月
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
じ
め
て
月
次

・
定
期

・
全
科
の
三
試
験
が
揃
う

の
で
あ
る
。
年
四
回
の
小
検
査
は
京
都
特
有

の
も

の
で
、
兵
庫
に
も
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
大
阪
に
も
存
在
し
な
い
。

大
阪
府
も
ま
た
似
た
よ
う
な
事
情
で
あ
る
。

『大
阪
府
教
育
百
年
史

第
二
巻

史
料
編
ω
』
に
よ
れ
ば
、

ま
ず
明
治
五
年
(
一
入
七
二
)
五
月

制
定
と
考
え
ら
れ
る

「
小

(
5
)

学
規
則
」
で
は
、

第
十

一
章

大
試
業

ハ
春
秋
両
度
ト
定
ム
、
其
日

ハ
知
参
事
臨
校
、
掛
官
員
諸
教
官
従

フ
テ
相
試
験
シ
、
入
等
ノ
者

ヘ
ハ
証
愚
ヲ
与

フ

(
月
)

(
マ

マ
)

第

十
二
章

小
試
験

ハ
、
八
校
或

ハ
九
校

ヲ
結

ン
デ
九
組

ト
シ
、
毎
日
三
八

五
ノ
日
ヲ
以

テ

一
組

ツ

・
ヲ
試
検

ス
、

一
月

ニ
シ
テ
七
十
余
校
終

ル
、
仲
春

秋

二
度

ノ
大

(
6
)

試
業
ヲ
除
キ
毎
校
年
中
十
回
ノ
試
検
ヲ
遂
グ

と
な

っ
て
い
る
。
定
期
試
験

に
あ
た
る
春
秋
二
期
の
大
試
業
と
、
月
次
試
験

に
あ
た
る
年

"
○
回
の
小
試
験

の
二
種
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
翌
明
治
六
年
九
月
改
定

の
小
学

規
則
に
は
、

第
八
章

上
下
二
等
ノ
課
程

ヲ
卒
業
ス
ル
時

二
方
リ
大
試
検

ア
リ
、
当
日
知
参
事
臨
校
、
掛
官
員
諸
教
官
従
フ
テ
相
試

ミ
、
登
第

ノ
者

ヘ
ハ
其
証
愚
ヲ
与

へ
或

ハ
褒
賞

ヲ
遣
ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
九
章

小
試
験

ハ
一
級
通
熟

ノ
後
、
教
師

ヨ
リ
願
出
ル
ヲ
待
テ
之
ヲ
試
ミ
、
進
級
ノ
者

ヘ
ハ
其
等
第
幾
級
卒
業
ノ
試
験
状

ヲ
与

フ

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
大
試
験
は
上
下

二
等
の
全
科
卒
業
試
験
で
あ
り
、
小
試
験

は
進
級
を
決
め
る
定
期
試
験
と
な

っ
て
い
る
。
即
ち
、
五
年
五
月
の
大
試
業
が
六
年
九
月

に
は
小
試
験
に
格
下
げ

に
な
り
、
そ
の
上
に
上
下
二
等
の
全
科
卒
業
試
験
が
大
試
験

の
名
で
登
場
し
、
代
り
に
年

一
〇
回
の
試
験
が
姿
を
消
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時

一
旦
消
滅
し
た
年

一
〇
回
の
試
験
が
や
が
て
月
例
試
験
の
名
で
復
活
し
た
時
、
三
種
の
試
験
が
揃
う
こ
と
に
な
る
。
明
治
十
年
五
月
改
正
の
大
阪
府
小
学
校
則

は
第
十
七
条

一
月
例
試
験

ハ
毎
月

ノ
末
之
ヲ
施
行

ス
、
当
月
授
ク
ル
処
ノ
学
業
ヲ
試
ミ
、
点
数
ノ
多
少

二
依
リ
席
順
ヲ
定
メ
、
其
姓
名
ヲ
各
教
場

二
掲
示
ス

(
危
)

第
十

八
条

一
生
徒

ハ
毎
級

ノ
学
科

ヲ
践

サ

ル

ヘ
カ
ラ
ス
、
故

二
毎
級
試
験

ヲ
ナ
シ
優
劣

ヲ
判

ス
、
最

モ
試
験

ノ
度
数

ハ
一
年

二
回

ト
シ
、
之

ヲ
階
級
試
験

ト

ス
、
本

日
学
区
取
締

・
学
校
世
話
掛
出
席

ノ

コ
ト

第
十
九
条

一
大
試
験

ハ
已

二
卒
業

セ
シ
諸
科
温
習

ノ
カ

ヲ
見

ル
者

ニ
シ
テ
、
上

下
各

二
等

ノ
課
程

ヲ
卒

業

ス
ル
時

二
方

リ
大
試
験

ヲ
施
行

ス
、
当

日
府
官
学
区

取
締
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と
規
定
し
た
。
月
例
試
験

・
階
級
試
験

・
大
試
験

の
三
種

で
あ
る
。

こ
う
し

て
、
京
都
で
も
大
阪

で
も
兵
庫

で
も
明
治
十
年

に
は
、
名
称
に
は
差
が
あ
る
も

の
の
、
月

々
の
試
験
、

年

二
回
の
進
級
試
験
そ
し
て
全
科
卒
業
試
験

の
三
種

の
試
験
が
確
定
し
た
。
明
治
十
年

は
、
京
都

の
よ
う

に
学
制

以
前

か
ら
小
学
校

を
発
足
さ
せ
て
い
た
と
こ
ろ
は
格
別
と
し
て
、
学
制
公
布
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
小
学
校
を
設
立

し
た
と
こ
ろ
で
は
、
そ

の
創
設
は
多
く
は
明
治
六
年

四
月

で
あ

っ
た
か
ら
、
最
初
の
下
等
全
科
卒
業
生
を
出
す

の

は
十
年
三
月
と
な

る
。
た
だ
し
実
際
に
は
全
科
卒
業
試
験
が
五
月

に
ず
れ
込
ん
で
十
年

五
月

に
な

っ
た
と
考
え
ら

れ

る
。

現

に
兵
庫
県
川
辺
郡

の
伊
丹
小
学
校
で
も
、

最
初

の
下
等
全
科
卒
業
生
九
名
(男
七
、
女
二
)
の
卒
業
は
明

へ
7
)

治
十
年

五
月
十
五
日
で
あ

っ
た
。
下
等
小
学
校

の
全
科
が
揃

っ
た
の
に
時
を
合
わ
せ
る
よ
う

に
試
験
制
度
が
整
備

さ
れ
て
き

た
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

⇔

明
治
十
五
年

の
試
験
規
則

兵
庫
県

で
は
、

こ
の
明
治
十
年

の
小
学
試
業
法
に
代

っ
て
登
場
す
る
の
が
、

明
治
十
五
年

(
一
八
八
二
)
十

二
月

二
十
八
日
公
布
の

「
兵
庫
県
小
学
生
徒
試
験
規
則
」
(甲
第

一
四
二
号
)
で
あ
る
。
明
治
十
三
年

の
教
育
令
改
正
に
と

も
な
う
措
置

で
あ

っ
た
。
文
部
省
は
、
前
年

の
教
育
令
に
お
い
て
小
学
校
に
つ
い
て
は
県

に

一
任
し
た
の
を
修
正

し
て
、
文
部
省
が
ま
ず
大
綱
を
示
し
、
そ
れ
に
も
と
つ

い
て
県
が
諸
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
に
し
た

の
で
あ
る
。

文
部
省
の
示
す
大
綱
と
県

の
制
定
し
た
規
則
と

の
関
係
は
表
1
の
通
り
で
あ
る
。
兵
庫
県

は
文
部
省

の
示
す
小
学

校
教
則
綱
領
に
も
と
つ

い
て
兵
庫
県
小
学
校
教
則
を
制
定
し
、
そ
の
教
則
に
も
と
つ

い
て
兵
庫
県
小
学
生
徒
試
験

規
則
を
定
め
た
の
で
あ
る
。

明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験

シ 諸

教
員
従
ッ
テ
相
試
、
親
族
其
他
有
志

ノ
者
来
観

ヲ
許

シ
、
其
受
験
生

ニ
ハ
褒
賞
ヲ
遣
ス

コ
ト

ア
ル

へ

表1文 部省布達と兵庫県布達

年 月 日 文 部 省 布 達 年 月 日!兵 庫 県 布 達

明14.1.291号 小学校設置ノ区域井校数指 明15.2.16丙4号 以下 小学校設置区域並 二

示方心得 小学校数別冊ノ通 リ制定

14.1.292号 学務委員薦挙規則起草心得14.11。14甲176学 務委員薦挙並任免規則

14.1293号 就学督責規則起草心得15.1.241甲26就 学督責規則

14.1.316号 小学校教員免許状授与方心14.12.23甲115町 村立私立小学校教員免

14.5.4

14.5.21

得ノ事

12号 小学校教則綱領15.2.28

17号 小学校生徒試験 ノ儀ハ小学15.12.28

校教則綱領ノ旨趣 二基キ其区

別及方法取調伺出ベキ事

許状授与規則

甲45兵 庫県小学校教則

甲142兵 庫県小学生徒試験規則
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明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験

こ
の
新
し
い
試
験
規
則
に
お
い
て
も
、
月
次

・
定
期

・
卒
業

(全
科
)
の
三
種

の
試
験
に
変
り
は
な
い
が
、

そ

の
実
施
方
法

に
つ
い
て
は
細
部
に
至
る
ま
で
こ
ま
ご
ま
と

規
定
し
て
い
る
。
第

一
章
試
験
総
則
に
つ
づ
く
第

二
章
試
験
程
度
の
ご
と
き
は
五
六
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
条
文
と
表
三
葉

か
ら
な
り
、
ま
さ
に
微

に
入
り
細
を
う
が

つ
の
感

が
あ
る
が
、
さ
ら
に
第
三
章
試
験
採
点
法
、
第

四
章
試
験
教
師
撰
挙
法
、
そ
し
て
最
後
に
第

五
章
試
験
者
心
得
ま
で
つ
い
て
い
る
。

試
験
教
師
撰
挙
法
と

は
、
試
験
総
則
に

第
十
四
条

月
次
試
験

ハ
該
校
教
員
之
ヲ
執
行

ス
ヘ
シ

第
十
五
条

定
期
試
験
及

ヒ
卒
業
試
験

ハ
試
験
教
員
之
ヲ
執
行

ス
ヘ
シ

第
十
六
条

試
験
問
題

ハ
月
次
試
験

ヲ
除
ク
ノ
外
総

テ
試
験
教
員
協
議

ノ
上
之
ヲ
撰
定

ス
ヘ
シ

と
あ
る
の
に
も
と
つ
く
。
郡
区
役
所

に
お
い
て
は
部
内
を
数
区
に
分
け
て
試
験
教
師
撰
挙
区
域
と
し
、

一
区
域
ご
と
に
試
験
教
師
五
名
な
い
し
三
名
を
選
挙
す
る
の
で
あ

(
8
)

る
。

こ
の
場
合

「
補
助
員
授
業
生

ハ
撰
挙
被
撰
人

ノ
数

二
入
ラ
サ
ル

ハ
勿
論
タ
ル
ヘ
シ
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
定
期
試
験

の
際
に
は
郡

の
学
務
担
当
書
記

・
学
務
委
員
及
び
巡
回
訓
導
が
臨
監
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
卒
業
試
験
に
は
上
記

の
人
員

の
外
に
さ
ら
に
県

の

学
務
課
員
が
加
わ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
臨
監
と
試
験
教
師

に
ょ
る
試
験

の
た
め
、
定
期

・
卒
業
両
試
験
は
学
校
独
自
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
ぎ
ず
、
す
べ
て
郡

の
指
定
す
る
日
割
に
従

っ
て
行
わ
ね
ぽ
な
ら
な
か

っ
た
。
こ
の
こ
と
が
後
述
す
る
如
き
や

っ
か
い
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

⇔

明

治
十

七
年

の
試

験
規
則

-
十

一
月
始
業
と
卒
業

・
修
業
の
分
離
r

つ
い
で
翌
々
十
七
年

(
一
八
八
四
)
九
月
、
試
験
規
則
が

改
正
さ
れ
た
。

明
治
十
五
年
制
定

の
兵
庫
県
小
学
校
教
則
お
よ
び
小
学
生
徒
試
験
規
則
を
廃
止
し
て
、
校
則

・

(
9
)

教
則

・
試
験
規
則
を

一
本

に
し
た

「
兵
庫
県
小
学
校
規
則
」
(甲
第
八
五
号
)が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
幼
学
綱
要

の
下
付
を
前

に
し
て
忠
孝
舜
倫
を
高

々
と
掲
げ
た
教
則

で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に

「
第

一
章

教
養

ノ
目
的
」
を
設
定
し

第

一
条

小
学
校

ハ
忠
孝
舞
倫

ノ
道

ヲ
本
ト
シ
テ
学
齢
児
童

二
普
通

ノ
学
科

ヲ
授
ケ
以

テ
国
家

ノ
良
民
タ
ラ
シ
ム
ル

ニ
在
リ

と
す
る
。
「
忠
孝
舞
倫

ノ
道

ヲ
本

ト
シ
」
は
明
治
十
六
年
七
月
六
日
の
文
部
省
達
第

一
二
号

「
府
県
立
師
範
学
校
通
則
」

の
第

一
条

に
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
も

と

づ
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(
10
)

い
て
同
年
十

一
月
十
四
日
に
改
定
さ
れ
た

「
神
戸
師
範
学
校
規
則
」
(戊
第

一
二
三
号
)
に
倣

っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
小
学
校
規
則
は
試
験
制
度

に
関
連
し
て
重
大
な
い
く

つ
か
の
規
定
を
残
し
て
い
る
。
ま
ず
第

一
に
、

第

七
条

学
年

ハ
十

一
月

一
日

二
始

マ
リ
翌
年
十
月

三
十

一
日

二
終

ル
、
之

ヲ
分

チ
テ
前
後

ノ
ニ
学
期
ト
ス
、
前
学
期

ハ
十

一
月

一
日

二
始

マ
リ
翌
年
四
月
三
十
日

二

終

リ
、
後
学
期

ハ
五
月

一
日

二
始

マ
リ
十
月
三
十

一
日

二
終

ル

と
あ
る
。
後
述
す

る
試
験

期
日
の
混
乱
と
関
連
し
て
極

め
て
重
大
な
規
定

で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
小
学
校
教
則
や
小
学
校
規
則
は
数
多
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
不
思
議
な
こ

と
に
学
年

・
学
期
の
開
始

の
時
期
を
明
示
し
た
規
則
や
教
則
は
、
明
治
初
期
に
は
き

わ
め
て
稀

で
あ
る
。
た
だ
わ
ず

か
に
前
期
定
期
試
験

・
後
期
定
期
試
験

の
期
日
か
ら

考
え
て
、
前

期
の
開
始
が
秋
で
あ
り
、
後
期

の
そ
れ
が
春

で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
伊
丹
小
学
校
日
誌
明
治
十
三
年
四
月

一
日
の
項

に

「
本
日

ハ
定
期
入
学
日

二
付
」
、

十

(
11
)

月

一
日
の
項

に

「
本

日
よ
り
十
五
日
迄
該
校
規
則
之
通
入
学

ヲ
免

ス
」
と
あ
る
の
に
よ

っ
て
推
測
し
て
い
た
に
す
ぎ
な

い
。
と
こ
ろ
が
最
近
明
治
十
六
年

五
月
の
日
付
を

も

つ

「
兵
庫
県
播
磨
国
揖
東
郡
公
立
小
学
校

々
則
」
第

四
条

に

一
学
年

ハ
十
月

一
日

二
始
リ
翌
年
九
月
計
日

二
終

ル
、
又
之
ヲ
分

テ
前
后

二
期
ト
シ
、
前
期

ハ
十
月

一
日

ヨ
リ
翌
年
三
月
淵

一
日

二
至
リ
、
後
期

ハ
四
月

一
日
ヨ
リ
九

月
計
日

二
至

ル

第
十

三
条
に

一
入
学
期

日

ハ
毎
年
四
月
十
月

の
両
度

ト
ス

(
12
)

と
明
示
し
て
あ
る
の
を
知

っ
た
。

明
治
十
六
年
ま
で
十
月

一
日
が
学
年

の
始
ま
り
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違

い
が
な
い
。
そ
れ
が
十

一
月

に
変
更

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
直
ち
に
実
施
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
伊
丹
小
学
校
日
誌
に
、
明
治
十
七
年

の
前
期
以
降

は
、
十

一
月
と
五
月
と
が
新
入
学
生

の
受
入
れ
月
と
な

っ
て

い
る
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
後
に
論
ず

る
こ
と

に
す

る
。

第

二
の
重
大
な
問
題
は
第

五
章
試
験
規
則
に
あ
る
。

第

十
七
条

小
学
生
徒

ノ
試
験

ヲ
分

テ
月
次
試
験

・
定
期
試
験

ト
シ
、
更

二
定
期
試
験
ヲ
分

テ
修
業
試
験
及
卒
業
試
験

ノ
ニ
ト
ス

第
十
九
条

修
業
試
験

ハ
前
後

二
学
期

ノ
終

二
於
テ
各
等
科
第

二
級
以
下

ノ
生
徒

二
之

ヲ
施
行

シ
、
該
学
期
間

二
学
習

セ
シ
所

ノ
学
科

ノ
成
績
ヲ
判

シ
、
以
テ
級

ノ
進

明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験
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明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験

否
ヲ
定

ム
ル
モ
ノ
ト
ス

第

二
十
条

卒
業
試
験

ハ
前
後

二
学
期
ノ
終

二
於

テ
初
等
科
若

ク

ハ
中
等
科
若
ク

ハ
高
等
科
ノ
第

一
級

ヲ
卒
業

ス

ヘ
キ
生
徒

二
之

ヲ
施
行

シ
、
該
学
期
間

二
学
習

セ
シ

所

ノ
学
科

ノ
成
績

ヲ
判
シ
、
以
テ
該
等
科
卒
業

ノ
当
否

ヲ
定

ム
ル
モ
ノ
ト
ス

こ
の
三
力
条
に
よ

っ
て
、
二
つ
の
事
実
が
判
明
す
る
。

一
つ
は
、

こ
れ
ま
で
各
等

一
級
生
は

一
級
の
定
期
試
験
を
受
け
、

こ
れ
に
合
格
し
た
上

で
さ
ら

に
全
科
卒
業
試
験

を
受
け
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
が
、
全
科
(卒
業
)
試
験
を
定
期
試
験

の
中
に
包
括
し
て
、

定
期
修
業
試
験
と
定
期
卒
業
試
験
と

の

二
種
の
定
期
試
験
と
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
各
等

一
級
生

は
定
期
卒
業
試
験
だ
け
を
受
け
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
定
期
修
業
試
験

は
各
等

二
級
以
下
の
生
徒
が
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
改
正
規
則
が
実
施
さ
れ
る
直
前

の
定
期
試
験
と
全
科
試
験
と
を
伊
丹
小
学
校
日
誌
に
よ

っ
て
見
て
お
こ
う
。
明
治
十
七
年
は
四
月

二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

前
定
期
試
験
実
施
、
同

二
十
九
日
か
ら
三
日
間
試
験
休
暇
と
な
る
。
と

こ
ろ
が

こ
の
定
期
試
験
に
合
格
し
た
初
等

一
級

二

一
人
、
中
等

一
級

六
人
は

「
休
業
無
之
昇
校
授

業
有
之
事
」
と
あ
る
。

一
ヵ
月
後
に
実
施
さ
れ
る
全
科
(卒
業
)試
験

に
備
え
て
の
特
訓

の
た
め
で
あ
る
。

「
全
科
両
室
は
前

々
よ
り
之
通
、

夜
十
時
過
迄
大
勉
強
ア
リ
」

「
全
科
不
相
変
夜
十

一
時
迄
授
業
有
之
」
と

の
記
事
が
続
く
。
こ
う
し
て
五
月

二
十
八
日
の
全
科
試
験

に
無
事
合
格
し
て
初
等
全
科

・
中
等
全
科

の
卒
業
と
な
る
。

一
ヵ
月

の
間
隔
を
お
い
て
同

一
級

の
定
期
と
全
科
と

二
重
に
試
験
を
受
け
る
と

い
う
無
駄
が
こ
の
改
正
に
よ

っ
て
省
か
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

一
級
生

の
負

担
は
著
し
く
軽
減
す

る
こ
と
に
な
る
。

も
う

一
つ
の
事
実

は
、
学
制

は
じ
ま

っ
て
以
来
は
じ
め
て

「
卒
業
」
と

「
修
業
」
と
が
分
離
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
六
ヵ
月
ご
と
の
試
験

に
合
格
す
れ
ば
、

何
級

で
あ

っ
て
も
す
べ
て

「
卒
業
」
と
称
し
た
。
証
書
も

「初
等
第
六
級
卒
業
候
事
」
か
ら
始
ま

っ
て

「
初
等
第

一
級
卒
業
候
事
」
と
な
り
、
そ
の
上

に
重
ね
て

「
初
等

全
科
卒
業
候
事
」
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が

「
卒
業
」
と
称
し
う
る
の
は
各
等
第

一
級

の
定
期
卒
業
試
験
に
合
格
し
た
も
の
だ
け
と
な
り
、
各
等
第
二
級
以
下

初

の
生
徒
は
定
期
修
業
試
験

に
合
格
し
て

「
第
何
級
修
業
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
新
規
則
に
示
さ
れ
た
証
書

の
書
式
も
第

一
号
が

「
小
学
中
等
科
第
何
級
修
業
候
事
」
、

初

高

第

二
号
が

「
小
学
中
等
科
卒
業
候
事
」

の
二
本
建
に
な

っ
て
い
る
。
今
日
の
常
識
と
な

っ
て
い
る

「
卒
業
」
と

「
修
業
」
と

の
区
別
は
、

こ
の
十
七
年

の
改
正
規
則

に
よ

高

っ
て
は
じ
め
て
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
十
七
年

の
教
則
改
正
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
他

に
見
ら
れ
な
い
兵
庫
県
独
自
の
も

の
で
あ
る
。
兵
庫
県

の
よ
う
に
幼
学
綱
要

の
下
付

に
合
わ
せ
て
教
則

を
改
正
し
た
と
い
う
の
は
、
『
文
部
省
年
報
』
を
繰

っ
て
も
他
府
県
に
は
み
ら
れ
な
い
。
し
た
が

っ
て
こ
こ
に
あ
げ

た

「
卒
業
」
と

「
修
業
」
と

の
分
離

の
問
題

も
、

他
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府
県

で
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
は
、
今
後

の
課
題
と
し
て
遺
さ
ざ
る
を
え
な
い
。

⑳

小
学
生
徒
比
較
試
験

以
上
述
べ
て
き
た
三
種

の
試
験

の
外
に
比
較
試
験
な
る
も
の
が
あ

っ
た
。

い
つ
か
ら
始
ま

っ
た
も

の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
す

で
に
明
治
十
年

五
月
十
九
日
に
川
辺
郡

在
勤
学
区
取
締
久
保
松
照
映
が
各
校
教
員
宛
に

(
マ

マ
)

各
校
生
徒
学
業
比
較
試
検
方
法
可
相
立
心
得
候
間
其
御
心
得
ヲ
以
御
教
示
有
之
度
候
、
自
然
其
節
同
級

ニ
テ
甲
器
乙
蟹
生
徒
優
劣
有
之
時

ハ
教
員
精
不
精
眼
前

二
相

顕
可
申
候
間
御
心
得
迄
申
進
置
候
間
、
猶
御
憤
発
教
示
御
注
意
可
被
成
候

(『
伊
丹
教
育
史
料
』
五
五
ペ
ー
ジ
)

と
注
意
を
発
し
て
い
る
。
各
校
生
徒

の
学
業
比
較
試
験
が
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
が
実
施
さ
れ
る
と
学
校
間

の
優
劣
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ
は
教
員

の
精
不
精

の
あ
ら
わ
れ
と
な
る
か
ら
と
、
大
い
に
憤
発
を
促
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

の

一
ヵ
月
後

の
六
月
十

一
日
に
兵
庫
県
第
五
課
が

「
今
般
播
磨
国
に
於
て
淡
路
摂
津
播
磨
上

(
13
)

等
生
徒
学
力
比
較
候
処
別
表
之
通
に
付
及
広
告
候
也
」
と
し
て
、
五
月
上
旬

に
実
施
さ
れ
た
比
較
試
験

の
成
績

一
覧
を
掲
げ

て
い
る
。

播
磨
国
の
何
処
で
行
わ
れ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
参
加
し
て
い
る
の
は
摂
津

一
校

一
〇
人
、
淡
路
六
校

一
六
人
、
播
磨

一
一
校
七
三
人
、
計
九
九
人

の
大
懸

り
な
も

の
で
あ

っ
た
。
前
年
八
月

二
十

一
日
に
飾
磨

・
豊
岡
両
県
と
淡
路
島
と
が
兵
庫
県

に
統
合
さ
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
第
三
次
兵
庫
県
が
成
立
し
て
間
も
な
い
時
期
に
、
し
か
も

通
常

で
は
下
等
全
科
卒
業
生
が

こ
の
年

五
月
に
出
た
ば
か
り
の
時
期
に
、
上
等
小
学
科
生
徒
を
対
象
に
し
た
こ
の
よ
う
な
比
較
試
験
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
注
目
す

べ
き

で

あ

ろ
う
。
上
等
小
学
生
徒
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
下
等
小
学

]
・
二

・
三
級
生
も

一
九
人
が
加
わ

っ
て
い
る
。

い
ま

こ
の
分
析
は
差
控
え

る
が
、
こ
れ
が
兵
庫
県
で
は

最
初

の
比
較
試
験
と
い
え
よ
う
。

県
が
実
施
す

る
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
比
較
試
験

は
爾
後
見
ら
れ
な
い
が
、
郡
単
位
あ
る
い
は
数
郡
連
合

の
形
で
、
明
治
十
五
、
六
年
頃
か
ら
盛
ん
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。

川
辺
郡

に
お
け

る
最
初
の
比
較
試
験

の
計
画
は
、
明
治

十
三
年
十

二
月
十
日
、
川
辺
郡
長
児
島
晴
海
が

「
競
進
会
概
則
」
と
い
う
案
文
を
作
成
し
て

「
精

々
尽
力
有
之

度
」
と
伊
丹
小
学
校
宛
に
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
郡
下
各
校
に
出
し
て
検
討
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
概
則
に
よ
れ
ば
、
大
会

は

一
年

一
会
、
小
会
は

一
年

三
会
と
し
、
十
四
年

]
月
初
旬
か
ら
中
旬

に
か
け
て
小
会
を
、
四
月
初
旬

に
大
会
を
開
く
予
定
と
な

っ
て
い
る
(『伊
丹
教
育
史
料
』

一
二
二
ペ
ー
ジ
)
。
し
か
し
、
伊
丹
小
学

明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験
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明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験

校
日
誌
を
見

て
も
こ
の
よ
う
な
競
進
会
が
行
わ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
そ
れ
ど

こ
ろ
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

児
島
が
競
進
会
概
則
を
各
校

に
送

っ
た
十
三
年
十

二
月
は
、
二
十
八
日
に
教
育
令
が
改
正
さ
れ
、
教
育
行
政
の
末
端

に
お
け
る
郡
長
の
役
割
が
重
く
な
り
、
に
わ
か
に

多
忙
と
な

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が

っ
て
児
島
は
改
正
教
育
令

に
基
く
諸
改
革

新
し
い
小
学
区

の
制
定

(明
15
・
2
・
10
)
・
新
教
則
の
制
定

(明
15
・
2
・

28
)
等
、
表
-
参
照

1

が

一
段
落
し
た
明
治
十
五
年

四
月

二
十
日
、

あ
ら
た
め
て

「
川
辺
郡
教
育
共

進

会

規

則
」

を
制
定
し
た
(『伊
丹
教
育
史
料
』

一
四
四
ペ
ー
ジ
)
。

「
競
進
会
」
は

「
共
進
会
」
に
改

め
ら
れ
た
。
こ
の
教
育
共
進
会
規
則
は
川
辺
郡
教
育
会
規
則

・
同
教
育
会
議
事
規
則
と

一
体
と
な

っ
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
し

た
が

っ
て
教
育
共
進
会
は
教
育
会

の
重
要
な
行
事
と
し
て
、
教
育
会

の
開
催
と
並
行
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

川
辺
郡
教
育
共
進
会
規
則
に
ょ
れ
ば
、
川
辺
郡
教
育
会
が
三
分
会

に
分
か
れ
、
三
分
会

の
区
域
ご
と
に
毎
年

一
回
共
進
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
時
宜
に

ょ
り
各
部
連
合

の
共
進
会
を
も
開
く
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

(
14

)

同
年
五
月
川
辺
郡
教
育
会
が
開
か
れ
、
月
次
試
験
に
お
け
る
隣
校
立
会
法
、
月
次

・
定
期

・
全
科

三
試
験

の
優
等
生
賞
与
法
等
の
決
議
と
と
も
に
、
共
進
会

の
期
日
は

毎
年
十
月
と
決
め
た
(『
伊
丹
教
育
史
料
』

一
四
五
ペ
ー
ジ
)。

伊
丹
小
学
校

の
所
属
す
る
第

二
分
会

で
は
、
十
月
十
三

・
十
四
両
日
に
教
育
会
が
開
か
れ
、

つ
い
で
翌
十
五
日

に
第

二
分
会
内

一
六
校

の
共
進
会
が
行
わ
れ
た
。
試
験
は
中
等

の
三
級
と
六
級
お
よ
び
初
等

二
級

の
三
級
が
対
象
で
、
分
会
内

一
六
校
か
ら
選
ぼ
れ
た
受
験
生

は
中
等

三

級

四
名
、
同
六
級
七
名
、
初
等

二
級

一
二
名
の
計

二
三
名

で
あ
る
。
外
来

の
教
員

・
学
務
委
員

・
父
兄

の
参
観
人
お
よ
そ
七
〇
名
、
生
徒
参
観
人
四
〇
人
ば
か
り
、
当
地

の
参
観
人
は
却

っ
て
少
く
、
生
徒
を
含
め
て
よ
う
や
く
十
数
名
で
あ

っ
た
(『伊
丹
教
育
史
料
』
二
六

一
ペ
ー
ジ
)。

つ
い
で
翌
十
六
年
六
月
十
日
に
は
各
部
連
合
の
共
進
会
が
伊
丹
小
学
校
で
開

か
れ
(試
験
対
象
は
中
等
二
級
と
初
等

一
級
)、

規
定
よ
り
遅
れ
て

十
二
月

に
は
、

十
六
日

に

ゆ
う

だ

第
三
分
会

の
共
進
会
が
紫
合
小
学
校
で
、

二
十

二
日
に
第

二
分
会

の
共
進
会
が

伊
丹
小
学
校

で
行
わ
れ
た
(対
象
は
い
ず
れ
も
中
等
四
級
と
初
等

一
級
生
)
(『
伊
丹
教
育
史
料
』

一
六
八

・
二
六
六
ペ
ー
ジ
)
。

明
治
十
七
年

一
月

に
は
共
進
会
規
則
が
改
正
さ
れ
て

「
川
辺
郡
小
学
生
徒
学
術
競
進
会
規
則
」
と
な

っ
た
。
再
び

「
競
進
会
」
に
も
ど

っ
た
。
そ

の
第

二
条
に

本
会

ハ
毎
年

二
回
、
即
前
後
定
期
試
験
後
之
ヲ
開

ク
、
其
開
期

ハ
郡
長
之

ヲ
命

ス

但
時
宜

ニ
ョ
リ
全
郡

ヲ
三
部

二
分

チ
開
会
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

と
あ
る
よ
う
に
、
全
郡

一
体

の
競
進
会
を
主
体
と
す

る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
他
試
験
問
題
は
郡
長
が
発
す
る
こ
と
、
試
験
掛

・
採
点
掛

・
庶
務
掛

・
生
徒
掛
等
職
員
の
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業
務
分
担
や
、
賞
品
授
与
式
に
つ
い
て
ま
で
規
定
し
て
い
る
(『
伊
丹
教
育
史
料
』

一
六
九
ペ
ー
ジ
)
。

と

こ
ろ
が
、
こ
の
改

正
規
則
に
も
と
つ

い
て
開
催
さ
れ
る
べ
き
同
年

の
前
定
期
試
験
後
に
該
当
す

る
五
月
に
は
、
次
に
述
べ
る
摂
津
国

一
区
五
郡
の
連
合
競
進
会

の
た

め
に
、
川
辺
郡

の
競
進
会

は
実
現
し
な
か

っ
た
。
同
年
後
定
期
試
験

の
後
も
、
郡
中
全
教
員

の

一
ヵ
月

に
亘
る
教
員
講
習
会
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
準
備

の
た
め
に

競
進
会
ど
こ
ろ
で
は
な
か

っ
た
。
明
治
十
八
年

に
い
た

っ
て
も
こ
れ
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は

伊
丹
小
学
校
日
誌

に
は

見
え
な
い
(明
治
+
九
年
は
伊
丹
小
学
校
日
誌
そ
の
も
の

(
15

)

が
欠
け
て
い
る
)。

数
郡
連
合

の
競
進
会
と
し
て
、
「
摂
津
国

一
区
五
郡
小
学
生
徒
比
較
奨
励
会
規
則
」
が
、
惣
代

の
神
戸
区
長
か
ら
県

に
伺

い
出
さ
れ
た
の
は

明
治
十
七
年
三
月

二
十
四

日
、
認
可
は
三
月

三
十

一
日
で
あ

っ
た
。
摂
津
国

一
区
五
郡
と
は
神
戸
区
と
八
部

・
菟
原

・
武
庫

・
川
辺

.
有
馬

の
五
郡
を
い
う
。
毎
年

一
回
、
各
郡
区
が
会
場
を
廻
り

持
ち
で
開
設
す
る
こ
と

に
な

っ
て
い
る
。
出
場
生
徒

の
選
択
指
名
、
試
験
問
題

の
選
定
も
郡
区
長
の
権
限
で
あ

っ
た
(『
伊
丹
教
育
史
料
』

一
七
五
ペ
ー
ジ
)。

そ
の
第

]
回
が
神
戸
小
学
校

に
お
い
て
五
月
五
日
に
行
わ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
川
辺
郡

か
ら
の
出
席
生
徒
は
、
郡
長
指
名

の
高
等
四
級
生
四
名
、
抽
籔

で

選
ば
れ
る
中
等

二
級
生
お
よ
び
同
三
級
生
五
名
ず

つ
、
計

一
四
名
、
地
域
的
に
は
川
辺
郡
の
南
部
四
名
、
中
部
四
名
、

北
部
六
名
で
あ

っ
た
(『伊
丹
教
育
史
料
』

一
七
六
ぺ

ー

ジ

)
。

試
験
前
日
の
五
日
四
日
、
全
郡

の
出
席
生
徒
な
ら
び

に
郡
吏

・
学
務
委
員

・
教
員
ら
伊
丹
小
学
校

に
集
合
し
て
打
合
わ
せ
、
午
後

一
時
、
生
徒

一
四
人
は
馬
車
三
輌
に

分
乗
し
、
掛
り
員
は
各
自
人
力
車

で
出
発
し
た
。
試
験

の
結
果

に
つ
い
て
の
記
録
は
欠
け

て
い
る
(『
伊
丹
教
育
史
料
』
二
六
九
ペ
ー
ジ
)。

こ
の
こ
ろ
か
ら
比
較
試
験

は
郡
部
の
方

に
拡
が

っ
て
い
く
。
『
兵
庫
県
教
育
雑
報
』

に
よ
れ
ば
、
明
治
十
七
年

七
月
十
三
日
に
は

「
揖
西
郡
生
徒
比
較
試
験
規

則
」

の

(
16
)

伺
が
県

の
指
令
を
得
、
同
月
十
七
日
に
は
揖
東
部
も
同
様
指
令
を
得
て

い
る
(『
教
育
雑
報
』

一
五
号
)。

同
年

八
月

一
日

に
は
、

但
馬
国
各
郡
長
総
代
と
し
て
出
石
気
多
郡

長
が

「
但
馬
国
小
学
生
徒
比
較
試
験
方
法
」
を
伺
い
出
て
い
る
。

「
生
徒

ノ
学
力
ヲ
比
較
奨
励

シ
教
育

ノ
旺
盛

ヲ
計
ラ
ソ
為

メ
当
度
限
リ
比
較
試
験
施
行
致
度
」

と
あ
る

か
ら
、

一
回
限
り
の
も

の
で
あ

っ
た
が
、
但
馬
国
八
郡

の
連
合
競
進
会
と
し
て
注
目
さ
れ
る
(『
教
育
雑
報
』

↓
七
号
)。

こ
の
比
較
試
験

の
会
場
は
豊
岡
中
学
校
に
開
設
さ

れ
、
出
席
生
徒
は
中
等
五
級

一
三
人
、
初
等
三
級

二
五
人

で
あ

っ
た
(『
教
育
雑
報
』
二
〇
号
)。

ま
た
、
同
年
九
月
に
実
施
さ
れ
た
氷
上
郡

の
比
較
試
験

で
は
、
出
席
生
徒
は
中
等

一
級
四

一
名
、
同
五
級
五
〇
名
、
そ
の
選
出
方
法
は
、
中
等

]
級
は
毎
校
現
員

の
二

分

の

一
を
、
同
五
級
ぱ
毎
校
現
員

の
六
分

の

一
を
選
ん
だ
と
い
う
(『教
育
雑
報
』
二
〇
号
)。

こ
の
氷
上
郡

の
比
較
試
験
に
つ
い
て
は
、

そ
の
試
験
問
題
を
も
含
め
て
詳
細

明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験
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な
内
容
が

明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験
(
17
)

『
兵
庫
県
教
育
雑
報
』

一
一三
号

・
二
四
号
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

㈲

学
制
期

の
試
験
の
実
態

以
上
、
学
制
以
来

の
小
学
校
に
お
け
る
試
験

に
つ
い
て
、
試
験
規
則
に
も
と
つ
い
て
解
明
し
て
き
た
。
以
下

は
、
こ
の
試
験
が
教
育
の
現
場
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
問
題
を
惹
起
し
て
い
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。

明
治
八
年
(
一
八
七
五
)
三
月

の
県
達
第
廿
七
号
は
、
県
下
に
お
け
る
試
験
実
施

の
日
程
を
示
し
た
最
初

の
史
料
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
は

小
学
生
徒
五
級
以
上
試
業
之
節
令
参
事
監
視
候

二
付
日
割
試
場
井
当
日
心
得
左
之
通
相
定
候
条
此
旨
相
達
候
事

明
治
八
年

三
月
十
七
日

兵
庫
県
令
神
田
孝
平

と
あ

っ
て
、
こ
の
あ
と
試
場
当
日
心
得
と
試
場
日
割
が

つ
づ
く
。
そ
の
試
場
日
割
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
区
二
区
五
区

七
区
八
区

九
区
十
区
十

一
区

十
二
区

十
四
区
十
五
区

十
六
区
十
七
区

三
区
四
区

四
月

一
・
二
日

四
月

四
日

四
月

六

日

四
月

七

日

四
月
九

日

四
月
十

一
・
十

二
日

四
月
十

三
日

こ
の
県
達
を
う
け
て
第
十
四
区
区
長
紫
合
左

一
郎
は
、

・
学
校
世
話
懸
は
午
前
六
時

に
袴
羽
織
着
用

で
出
頭
す

る
こ
と
、

は
広
根
学
校
と
な

っ
て
い
る
の
に
、
区
長
の
達
し
に
会
議
所
と
あ
る
の
は
、

師
範
伝
習
所

西
宮
学
校

正
業
学
校

伊
丹
学
校

広
根
学
校

三
田
学
校

老
松
学
校

九
日
午
前
七
時
に
会
議
所
に
お
い
て
生
徒

の
試
験
が
あ
り
、
県
官
が
派
遣
さ
れ
て
来
る
の
で
、
各
村
戸
長

・
教
員

見
学
者
も
礼
服
着
用

の
こ
と
を
村

々
に
達
し
た
(『
伊
丹
教
育
史
料
』
三
八
ペ
ー
ジ
)。
試
験

日
割
で
は
九
日

当
時
区
会
議
所

(役
場
)
は
小
学
校
に
同
居
し
て
い
る
の
が
普
通
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
県
達
の
冒
頭
に

「
小
学
生
徒
五
級
以
上
試
業
」
と
あ
る

の
ぱ
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
学
制
公
布
以
後
小
学
校

を
開

設

し

た

の

は
、
早

い
と

こ
ろ
で
も
明
治

六
年
四
月
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
下
等
八
級

に

入
学
し
た
生
徒
は
、
順
調
に
進
級
す
れ
ば
明
治
八
年

三
月

に
は
下
等

五
級
を

終

え
る
こ
と

に
な

っ
て
い
る
。
い
わ
ば
当
時

の
小
学
校

の
最
高
学
年
生
で
あ

る
。
こ
の
下
等
五
級
生
が
昇
級
試
験
を
受
け
て
四
級

に
進
む
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
昇
級
試
験
で
あ
る
か
ら
県

の
参
事
が
臨
監
す

る
と

い
う
の
で
あ
る
。

そ

の
県
参
事

の
巡
回
の
日
程

に
合
わ
せ
て
試
験
の
日
割
を

決

め

た

の

で
あ

る
。
そ
れ
が
、
早
い
と
こ
ろ
で
は
四
月

一
日
、
遅
い
と
こ
ろ
で
は
四
月
十
三

日
、
約
半
月

の
差
が
あ
る
。
三
月
に
五
級
を
卒
え
る
べ
き
生
徒
が
、
県
官

の

巡
回
の
都
合

に
よ

っ
て
、
す
ぐ

に
は
昇
級
試
験
を
受
け

る
こ
と
が

で
き
ず
、

半
月
近
く
待
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
ま
ず
試
験
制
度

の

一
つ
の
問

題
が
存
す

る
。

次
に
、
下
等
小
学

の
全
科
が

は
じ
め
て
揃

い
、
最
初

の
下
等
全
科

の
卒
業

生
が
出
る
明
治
十
年

三
月
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
み
よ
う
。
同
年
三
月

二
十
九

日
、
学
区
取
締
久
保
松
照
映
が

「
本
年
前
期
試
験

日
割
左
之
通
」
と
し
て
表

2
の
如
き
日
割
表
を
廻
し
て
い
る
(『
伊
丹
教
育
史
料
』
五

一
ペ
ー
ジ
)。

「
本

年

前
期
」
と
は
、
明
治
九
年
十
月
か
ら
翌
十
年

三
月
ま
で
の
学
期

の
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
「
前
期
試
験
」
と
は
、

こ
の
学
期
の
終

り
に
受
け
る
昇
級
試
験
(既

に
述
べ
た
定
期
試
験
で
あ
る
)
の
こ
と
で
、

こ
れ
に
合
格
し
て
四
月

か

ら

一
級

明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験

表2明 治10年 前期定期試験 日割表

日

17

18

区

月

4

12

ー能

明

塚

幻喉

田

有

大

19

20

21

伊 丹(

(校 名)11区

富 島

衛 正

神 崎

弘 明

4月13日 旨

14

15

16

(校 名)9区

町
14

5

月

4

ρ0

7
-

8

多喜12

 

業

浦

園

池

東

物

正

琴

橘

月

城

大

(校 名)

日

284
ー
谷

浜

倉

筋

稲

小

安

中

日

26

27

区

一月

4ー

ー

勾

池

野

陽

本

堀

荻

新

昆

寺

鮫

　

B

羽

%

%

お

月

4ー
茂

戸

山

本

牧

杓鮫

加

小

広

山

荒

(校 名)10区

月 日

愛 真429

塚 口30

諜)51
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明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験

上
に
進
む
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
そ
の
定
期
試
験

は
当
然
学
期

の
終
り
三
月
末
ま
で
に
す
ま
せ
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
性
質
の
も

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
久
保
松
か

ら
廻

っ
て
来
た
定
期
試
験

の
日
割
表

に
よ
れ
ば
、

一
番
早
い
と

こ
ろ
(正
業
校
)
で
四
月
四
日
、

一
番
遅
い
と
こ
ろ
(保
性
校
)
で
は

五
月

一
日
と
な

っ
て
い
る
。

県
官

の
臨

監
を
待

つ
た
め
に
本
来

の
予
定
よ
り

一
月
も
遅
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
月
は

「
入
学
定
月
」

で
あ
る
か
ら
、

一
方
で
は
新
入
生
徒
が
ど
ん
ど
ん
や

っ
て
来

る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
の
に
進
級
す
べ
き
上
級
生
が
進
級
で
き
な
い
で

一
ヵ
月
も

待
ち
ぼ
う
け
を
食

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

一
ヵ
月
間
の
新
旧
生
徒

の
ト
ラ
ブ

ル
が
ど
う
処
理
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
を
語
る
史
料
は
な
い
。

ひ
と
つ
き

問
題

は

一
ヵ
月
で
は
解
決
し
な
い
。
下
等

二
級
以
下

の
生
徒
は
、
た
と
い

一
月
遅
れ
て
も
、
こ
の
定
期
試
験
を
受
け
て
合
格
す
れ
ば
、
直

ち
に

一
級
進
ん
で
事
は
解
決

す
る
。
と
こ
ろ
が
下
等

一
級
生

は
、
下
等

一
級

の
定
期
試
験
に
合
格
し
た
上
で
、
さ
ら
に
下
等
全
科

の
卒
業
試
験
を
受
け
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
下
等

一
級
生

の
み
が

受
け
る
試
験
で
あ
る
か
ら
、
受
験
生
は
少
数
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
県

の
学
務
課
員
三
沢
立
功
が
臨
監
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ま
た
そ

の
巡
回
の
日
程

に

合
わ
せ
て
試
験

の
日
割
を
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
五
月
十
日
、
久
保
松
照
映
か
ら
達
せ
ら
れ
た
下
等
全
科
試
験

の
日
割
は
次
の
如
く

で
あ

っ
た
(『伊
丹
教
育
史
料
』

五
三
ペ
ー
ジ
)〇

五
月
十

二
日

第
九
区

十
三
日

第
十
区

保
性
校

十
四
日

第
十

二
区

伊
丹
校

十
五
日

第
十

一
区

弘
明
校

三
月

に
卒
業
す

べ
き
も
の
の
卒
業
が

こ
う
し
て

一
月
半
も
遅
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
伊
丹
小
学
校
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
念
入
り
に
、
県
官

の
都
合
に
よ
り
直
前
に
な

っ

て

一
日
延
期
と
な
り
、
最
終
的

に
は
五
月
十
五
日
と
な

っ
た
。

こ
う
し
て
伊
丹
小
学
校
最
初

の
下
等
全
科
卒
業
生
九
名

の
卒
業
は
五
月

十
五

日
と
な

っ
た
の
で
あ
る
(当

時
は
試
験
終
了
後
す
ぐ
に
卒
業
証
書
の
授
与
が
行
わ
れ
て
い
た
)
。

同
年

の
後
期

の
場
合
も
同
様

で
あ

っ
た
。
後
期
は
四
月
に
始
ま
り
九
月
に
終
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
来
な
ら
ぽ
九
月
中

に
定
期

・
全
科

の
両
試
験
を
完
了
し
な
け
れ
ぽ

な
ら
な
い
。
学
区
取
締
久
保
松
照
映
は
八
月

二
十
四
日
各
校
宛
に
出
し
た
通
達

の
中
で

「
請

フ
、
毎
校
学
齢
人
員
ヲ
相
調
就
学

セ
シ
ム
ル
ノ
見
込
書

ヲ
来
九
月
中
旬
定
期

ヘ

ヘ

ヘ

へ

試
験
巡
回
之
劒
迄

三
認

メ
置

レ
度
」
(『伊
丹
教
育
史
料
』
六
二
ぺ
ー
ジ
、
傍
点
筆
者
)と
書

い
て
い
る
。

九
月
中
旬
に
定
期
試
験

を
実
施
す
る
つ
も
り
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
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て
い
る
。
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
そ
れ
が
ど
う
変

っ
て
い

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
定
期
試
験

の
日
割

は
表
3
に
示
し
た
。
そ
の
表

に
見
る
通
り
、
や

は
り
遅
れ
て
十
月
十
五
日
か
ら
同
月

二
十

四
日
に
及
ん
で
い
る
(『伊
丹
教
育
史
料
』
六
四
.
六
八
ペ
ー
ジ
)。

そ
れ
に
と
も
な

っ
て
後
期

の
全
科
試
験
も
第
十

二
区
の
伊
丹
小
学
校
が
十

一
月
十
七
日
、

第
十

四
区

の
広
根
小
学
校
が

同
月

二
十

一
日

で
あ

っ
た
(『伊
丹
教
育

史
料
』
六
六

・
六
八
ペ
ー
ジ
)。

ニ
ヵ
月
の
遅
れ
で
あ
る
。

は
じ
め
て
下
等
全
科
が
揃
い
、
試
験
制
度
も
よ
う
や
く
月
次

・
定
期

・
全
科
の
三
種
が
整

っ
た
明
治
十
年

に
し
て
、
す

で
に
学
校

の
年
間

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
大
き
な
狂
い
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
狂
い
が
、
殆
ん
ど
修
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
日
常
化

し
、
時
に
さ
ら
に
拡
大
す

る
。
明
治
十

一
年
の
前
期
全
科
試
験

の
如
き
、

六
月
十
五
日
か
ら

同
月

二
十
二
日
と
な

っ
て
い
る
(『
伊
丹

教
育
史
料
』
八
四
ペ
ー
ジ
)。
三
ヵ
月
近
い
遅
れ
で
あ
る
。

㈹

伊
丹
小
学
校
独
自

の
教
則
に
よ
る
試
験

(
18

)

明
治
十
二
年
(
一
八
七
九
)九
月

二
十
九
日
、
教
育
令
が

公
布
さ
れ
た
。

こ
の
時
伊
丹
小
学
校
(私
立
)
は
新
し
い
独
自

の
教
則
を
作

り
、
同
年
十
月

か
ら
こ
れ
を
実
施
し
た
(伊
丹
小
学
校
沿
革
誌
)。
そ
れ

は
、
こ
れ
ま
で
の
下
等
小
学
を
簡
易
科
と
改

め
、
上
等
小
学
を

進
級
科
と
称

し
、
六
ヵ
月

一
級

の
八
級
制
を
改
め
て

一
力
年

一
級
の
四
級
制
す
な
わ
ち
学
年
制
を
採
用
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
教
則
で
あ

っ
た
。
簡
易
第
四
級
か
ら
第

一
級

へ
四
力
年
、
進
級
第
四
級
か
ら
第

一
級

へ
四
力
年
と
な
る
。
十
月

か
ら
の
実
施

で
あ
る
が
、
学
年

始
め
は
四
月

で
あ

っ
た
か
ら
、
本
格
的

に
新
し
い
体
制

に
移
る
の
は
翌
十
三
年

四
月

か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

伊
丹
小
学
校
で
は
こ
の
新
制
度

へ
の
切
替
え
が
行
わ
れ
た
明
治
十
三
年

一
月
か
ら

「
伊
丹
小
学
校

日
誌
」
が
書

き

継

が

れ

て

き

た
。

こ
の
日
誌
に
よ

っ
て

一
年
間

の
試
験

の
実
施
状
況
を
た
ど

っ
て

い
く
と
、
年
間

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
完
全
に
正
常
化
し
て
い
る
の

で
あ

る
。
念

の
た
め
十
三
年
四
月

か
ら
十
四
年

三
月
ま
で
の
試
験
日
程
を
表
4
に
示
し
た
。
明
治
十
四
年
度
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。

異
る
の
は
唯

]
つ
、
簡
易
全
科
試
験
を

一
ヵ
月
遅
ら
せ
て
明
治
十
五
年
三
月

二
十
四
日
に
行

っ
て
い
る
こ
と
ぐ
ら
い
で
あ

る
。

明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験

表3明 治10年 後期定期試験 日割表

(校 名)12

伊

喜 婁}

区

月

2214

23

kl

241 
塚

園

明

大

御

有

14

}

区
一一
月 一白

1016

17

18

19

(校 名)

原

九

川

松

野

上

明

黒

赤

平

合

谷

下

根

田

古

紫

阿

山

広

多

日

15

区

月

10

15

ー原
原

島

津

杓喉

柏

栃

大

木

一237-一 一

聯



明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験

明
治
十
五
年

一
月
、
私
立
伊
丹
小
学
校
は
公
立
小
学
校
と
な
り
、
且
又
、

二
月
に
は
、
十
三
年

の
改
正
教
育

令

に
も
と
つ
く
新
し
い
兵
庫
県
小
学
校
教
則
が
制
定
さ
れ
た
の
で
、
伊
丹
小
学
校
も
独
自

の
教
則
を
廃
止
し
、

県

の
制
定
し
た
新
し
い
教
則
に
も
と
つ
く
普
通

の
公
立
小
学
校

に
な

っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
再
び
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
に
大
幅
な
狂
い
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
事
実
に
よ

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
試
験
日
程
の
狂

い
の
原
因
が
何

で
あ

っ
た
か
が
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

伊
丹
小
学
校
が
独
自
の
教
則
に
よ

っ
て
学
年
制
を
と

っ
た
た
め
に
、
定
期
試
験
が

一
度
で
す
む
よ
う
に
な

っ
た

こ
と
も
そ

の

一
つ
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
余
裕
も
で
き
、
昇
級
を
判
定
す
る
定
期
試
験
を
十
二
月
中
に
す
ま

せ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
伊
丹
小
学
校
日
誌
を
見
る
と
、
月
次
試
験
で
も
定
期

・
全
科
試
験

で
も
、
他
校
と
連

合
し
て
実
施
し
て
い
る
気
配

は
な
い
。
独
自

の
教
則
を
使
用
し
て
い
た
た
め
に
他
校
と

の
合
同
が
困
難
で
あ

っ

た

の
で
あ
ろ
う
。
定
期

・
全
科
の
両
試
験

に
し
て
も
、
郡
吏
員

の
臨
監
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
伊
丹
校

単
独

で
あ
る
。
県
や
郡
の
都
合
に
よ

っ
て
日
程
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
伊
丹
小
学
校
は
自
ら

の
計
画

に
よ

っ
て
事
を
す
す
め
る
こ
と
が

で
き
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。

㈹

再
び
試
験
日
程

の
混
乱

明
治
十
五
年
二

八
八
二
)
一
月
に
公
立
学
校
に

な

っ
て
も
、

伊
丹
小
学
校

は
同
年
三
月
ま
で
は
旧
制
の
簡
易

科

・
進
級
科
体
制
を
維
持
し
て
い
た
か
ら
、
三
月

二
十
四
日
に
は
予
定
通
り
全
科
卒
業
試
験
を
実
施
し
た
。
と

こ
ろ
が
四
月

に
入

っ
て
完
全
に
公
立
学
校

の
体
制

に
な
る
と
、
と
た
ん
に
日
程

に
狂

い
が
生
ず
る
。
三
月
の
全

科
卒
業
試
験

の
次
に
来
る
後
期
定
期
試
験
が

二
ヵ
月
も
遅
れ
て
十

一
月
十
二
日
か
ら
十
四
日
ま
で
と
な
る
。
月

次
試
験
も
ま
と
も
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
又
前
期

の
開
始
さ
れ
る
明
治
十
五
年
十
月

か
ら
後
期

の
終

る
十

六
年
九
月

(実
際
は
+
二
月
)
ま
で
の

一
年
間

の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
表

5
に
示
し
て
お
こ
う
。

表4独 自の教則下における伊丹小学校の試験日程

月次試験

月次試験

月次試験

(7月,8月 は試験 日なし)

月次試験(9月 分)

月次試験

月次試験

定期試験

月次試験

簡易全科試験

月次試験(2月 分)

月次試験

明13. 4.27～

5.28^-6.1

6.25～28

明14.

10.2-一 一

10.27^-

11.24～

12.16^-

1.25～

2.15

3.3-一 一

3.30^一

6

29

26

17

4

31
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驚
く
べ
き

こ
と

に
、
月
次
試
験
を

年
間
わ
ず

か
に
六
回
し
か
実
施
し
て

い
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
う
ち
四
回

ま
で
が
月
遅
れ
の
実
施
で
あ
る
。
た

し

か
に
毎
月
確
実

に
実
施
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
ろ
う
。
大
阪
府
小
学
教

則

(明
五
年
五
月
)
は
、

小
試

験
(月
例

試
験
)
は
春
秋

二
度

の
大

試

業

の
月

を
除
い
て
年
に
十
回
と
規
定
し
て
い

る
し
、
又
同
じ
大
阪
府

の
小
学
試
業

法
が
、
明
治
十

一
年

の
改
正
に
お
い

て

「
月
例
試
業

ハ
該
月
或

ハ
隔
月
修

メ
タ
ル
学
業
ヲ
試

ミ
」
と
し
た
こ
と

も
、
毎
月
確
実
に
実
施
す

る
こ
と
の

困
難
を
知

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ

の
困
難
の
点
を
割
引
い
て
も
、
年
六

回
で
は

「
月
次
」

の
名

に
値

し

な

い
。
学
区
取
締
久
保
松
照
映
が
教
員

へ
の
訓
示

の
中
で

「
差
詰
教
育
道
障

害

ノ
課
目
左

二
認

ム
」
と
し
て
六
力

い狂の程ロ験試るけおに校蝉刑伊　表

明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験

明15

前期

16

期

明

後

月 日

10.2～15

14.15

11.12-一 一14

11.15^-17

11.18

12.20～21

3.5～6

4.2

4.5～6

4.30^-5.2

5.3～5

5.7

5.10

5.28

5.29

6.7

s

s.Ia

6.25～26

7.30～31

9.13～14

前 期10.1

10.28^-30

10.31～11.2

11.5

12.5

事

本月1日(但 し1日 は 日曜 日)

第2分 会内16校 教育共進会

本年後定期試験

試験休み(注)

各級組替,席 替,担 任決定

月次試験(前 期はじめての月次試験)

月次試験(2月 分)

本 日より入学請付

月次試験(3月 分)

本年前定期試験

試験休み(6日 は日曜日)

本日より開校,

項

よ り15日 まで入 学 日

多分 ノ入学 二付姓名札取足ス

前定期試験后及 ヒ這般入学生合シテ現在生略一覧表及受持教員

配置

本年前期全科卒業試験

本 日より受持改正

10日県令臨場 二付前持ニテ大多忙

来ル10日全郡教育共進会本校二於テ執行二付,前 持之為本 日よ

り11日迄休業

全郡教育共進会

月次試験(5月 分)

月次試験

月次試験(8月 分)

本日より15日迄入学 日な り

本年後定期試験

試験休み(11,3天 長節,11.4日 曜)

本日より授業初 メ,名 札組替,各 科受持決定

本年後期全科卒業試験

(注)本 来ならばここに後期全科卒業試験が入る筈であるが,た またま各科 とも1級 生欠如のため

全科試験は欠のまま。
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明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験

条
掲
げ

た
中
の
第

一
条

に

「
月
並
試
検

ヲ
致

サ
ス
定
期
試
検
之
際
俄

二
採
点
表

ヲ
製

シ
差
出

ス
ル
者
」
(『伊
丹
教
育
史
料
』
八
六
ぺ
ー
ジ
)
を
あ
げ
た
の
は
、
明
治
十

一
年

の

十
月
頃

で
あ

っ
た
。
月
次
試
験
が
守
ら
れ
な
い
の
も
す
で
に
日
常
化
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
原
因
を

「
月
並
試
検

ヲ
致
サ
ス
」
云
々
と
教
師

の
怠
慢

に
の
み
帰

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。

定
期

・
全
科
両
試
験

の
遅
れ
も
ま
す
ま
す

ひ
ど
く
な
り
、
十
六
年
後
期
の
全
科
試
験

に
至

っ
て
は
、

つ
い
に
十

二
月
五
日
と
な

っ
て
い
る
。
三
ヵ
月

の
遅
れ
で
あ
る
。

こ
の
遅
れ
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

新
入
生
徒

の
入
学
定
月
は
学
期

は
じ
め
の
十
月
と
四
月
と
で
あ
る
。
今

日
と
ち
が

っ
て

一
斉

に
入
学
す
る
の
で
は
な
く
、
伊
丹
小
学
校

で
は

一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
を

入
学
定
日
と
し
て
い
た
か
ら
、
そ

の
間
随
時

に
入
学
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
そ
の
時
期
に
は
ま
だ
定
期
試
験
も
全
科
試
験
も
す

ん
で
い
な
い
。
卒
業
す
べ
き
生

徒
が
卒
業
し
て
い
な
い
の
で
、
手

の
空

い
た
教
師
は
い
な
い
。
各
自
.バ
ラ
バ

ラ
に
入
学
し
て
来

る
新
入
生
徒
を
誰
が
掌
握
し
指
導
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
伊
丹
小
学
校
で

は
臨
時

に
補
助
員
を
雇

っ
て
急
場
を
し
の
い
だ
場
合
も
あ

っ
た
。
補
助
員
は
下
等
全
科
を
卒

へ
た
ば

か
り
の
卒
業
生

で
あ
る
。
後
年
伊
丹
町
に
お
け
る
女
子
教
育

の
功
労

者
と
し
て
、
そ

の
死
に
当

っ
て
町
葬
を
以
て
報
い
ら
れ
た
山
下
き
く
は
、
こ
の
よ
う
な
臨
時
補
助
員
と
し
て
雇
わ
れ
た
の
が
教
育
者
と
し
て
の
第

一
歩

で
あ

っ
た
。

明
治
十
六
年

三
月
制
定

の
川
辺
郡
町
村
立
小
学
校
規
則
第

二
章
第

二
条
に
は

「
入
学

ス
ベ
キ
期
限

ハ
春
秋
定
期
試
験
後
十
日
以
内

ト
ス
」
と
あ
る
(『
伊
丹
教
育
史
料
』

一

五
六
ペ
ー
ジ
)。
定
期
試
験
は
全
生
徒
が
受
け

る
試
験

で
あ
り
、
全
科
試
験
は
第

一
級
生

の
み
(
こ
れ
は
極
く
少
数
で
あ
る
)
で
あ
る
か
ら
、

定
期
試
験
さ
え
済
め
ば
、
全
科
試

験
が
残

っ
て
い
て
も
、
ク
ラ
ス
の
編
成
替
え
を
行
い
、
新
し
く
担
任
割
当
を
し
て
新
入
生

の
た
め
担
任
を
生
み
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
こ
の
小
学
校
規
則

の
規
定
は

た
し
か
に
合
理
性
を
も

っ
て
い
る
。

こ
の
制
定
が
明
治
十
六
年

で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
す
で
に
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
混
乱
が

日
常
化
し
て
い
る
現
状
を
ふ
ま
え
て
、
入
学
定

日
を
明
記
せ
ず
、
こ
の
よ
う
な
表
現

に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
全
科
試
験

の
受
験
者
が

い
か
に
少
数

で
あ

っ
て
も
、
定
期
試
験

か
ら
全
科
試
験
ま
で
約

一
ヵ
月
、
す

で
に
述

べ
た
よ
う
に
連
日
深
夜
ま
で
の
特

訓

が

行

わ

れ
、
そ
の
た
め
担
任
の
手

は
空
か
な
い
の
で
あ
る
。
全
科
試
験
が
終

っ
て
は
じ
め
て
こ
の
担
任
に
新
し

い
任
務
が
与
え
ら
れ
る
。

姫
路
城
南
小
学
校
の
訓
導
倉
賀
野
胤
正
は
そ
の
授
業
日
誌

で
述
べ
て
い
る
。

明
治
十
六
年

五
月
十
六
日
、
我
城
南
校
卒
業
試
験
ヲ
行

ヒ
、
各
其
免
状

ヲ
授
与

セ
リ
、
是

二
於

テ
余

ノ
昨
年
来
受
持

ッ
所

ノ
生
徒

ハ
皆
小
学
全
科

ヲ
終
リ
本
校
ヲ
去

ル
ヲ
以

テ
、
余

ハ
是

ヨ
リ
初
等
六
級
戊
生
ヲ
教
授

ス

一24p一
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抑

モ
此
生
徒

タ
ル
新

入
生

ニ
シ
テ
、

昨
今

入
校

セ
シ

モ

ア
リ

一
二
月
前

ヨ
リ
入
校

セ
シ
モ
ア
リ
、

其
学

力
年

齢
智
識
区

々
様

々

ニ
シ
テ
真

二
授
業

上
大
困

難

ナ

ル
生

徒

タ
ル
ベ
シ
、
宣

注
意

セ
サ

ル
ヲ
得

ソ
ヤ

五
月
十

七

日

ヲ
以

テ
始
テ
其
教
場

二
臨

ミ
シ

ニ
、
纏

二
父
母

ノ
膝
下

ヲ
離

レ
始

メ
テ
校
舎

二
入

リ

シ
モ
ノ
ナ

レ
バ
数
十

ノ
衆
童

皆
儒

々
焉

ト

シ
テ
恰

モ
鄭
姜

膳
生

ト

(
19
)

大
燧
中

二
新苫
ヒ
三
良
穆
侯

二
殉
シ
其
穴

二
臨
ム
カ
如
シ
(下
略
)

五
月
十
六
日
に
卒
業
試
験
が
す
ん
で
、
そ

の
翌
日
は
じ
め
て
倉
賀
野
は
新
入
学
生
徒
の
担
任
と
し
て
教
壇
に
立

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
新
入
学
生
は

二

、

二
月
前

ヨ
リ

入
校

セ
シ
モ
ァ
リ
」
と
あ

る
。
入
学
定
月

の
四
月
に
入
学
し
た
こ
れ
ら
新
入
学
生
は
、

一
月
半
後
の
五
月
十
七
日
に
は
じ
め
て
担
任

に
め
ぐ
り
会
え
た
こ
と
を
物
語

っ
て

い
る
。

伊
丹
小
学
校
で
も
、
定
期
試
験
後

一
旦
新
し
い
学
級
編
成
を
実
施
し
、
全
科
試
験
の
済
ん
だ
あ
と
で
再
び
担
任

の
変
更
を
行

っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
結
局
全
科
試
験

が
終

っ
て
は
じ
め
て
本
格
的
な
授
業
体
制
と
な
る
の
で
あ
る
。
新
入
学
生
は
十
月

・
四
月

の
定

日
に
入
学
し
て
も
、
全
科
試
験
が
す
む
ま
で
二
ヵ
月
、
と
き
に
は
三
ヵ
月

近
く
も
不
安
定
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
異
常
な
事
態
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

㊨

明
治
十
七
年
改
正
規
則

の
意
味

す
る
も
の

と

こ
ろ
が
、
こ
こ
に
ご
の
異
常
な
事
態
を
切
り
崩
す
事
態
が
起

っ
た
の
で
あ
る
。
伊
丹
小
学
校
日
誌
明
治
十
七
年
四
月

一
日
の
条
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

本
日
よ
り
入
学
日

二
候
得
共
釜
井
義
役
場
用
非
常
多
忙

二
付
戸
長
よ
り
入
学

ノ
義
七
日
迄
延
引

ノ
沙
汰
有
之
、
其
后
又
々
談
之
上
春
期
入
学

一
ケ
月
延
シ
五
月

}
日

よ
り
十
五
日

マ
テ

ニ
相
成

ル
、
此
義
前
定
期
試
験
済
之
上
ト
決
定
、
門
前

へ
掲
示

ス

釜
井
清
兵
衛

は
戸
長
役
場

の
書
記
、
又
文
房
具
商
で
も
あ
る
。
当
時
戸
長
役
場
は
小
学
校
に
同
居
し
て
い
た
か
ら
、
小
学
校
の
事
務
員
を
も
兼
ね
て
い
た
。
伊
丹
小
学
校

日
誌
も
彼
の
手
に
な

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
小
学
校
事
務
員
が
多
忙

だ
か
ら
と
て
、
入
学
日
を

一
ヵ
月
も
遅
ら
せ
る
と
は
異
常
で
あ
る
。
す
で
に
異
常
を
異
常

と
感
じ
さ
せ
な
い
事
態
、
す
な
わ
ち
入
学
あ
る
い
は
学
期
の
開
始
が
事
実
上
五
月

一
日
以
降
で
あ

っ
た
と

い
う
事
態
が
長
く
続

い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
に
表

5
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
明
治
十
六
年
に
お
い
て
も
、
す
で
に
、
前
定
期
試
験
後

に

「
五
月
七
日

本
日
よ
り
開
校
」
、
後
定
期
試
験
後
に

「
十

一
月

五
日

本
日
よ
り
授

業

初

メ
」
と
あ
る
。
「
入
学
月
」
は
四
月

・
十
月
で
あ

っ
て
も

「
授
業
始
め
」
は
定
期
試
験
終
了
後

の
五
月

・
十

一
月
が
既
成
事
実
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て

逆

明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験

一241一

辱



明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験

に
入
学
日
を
五
月
に
改
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
事
態
は
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。
さ
き
に
あ
げ
た
明
治
十
六
年
三
月
制
定
の

「
川
辺
郡
町
村
立
小
学
校
規
則
」

の
第
二
章
第
二

条

の
規
定
も
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
情
況
を
想
定
し
て
つ
く
ら
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

入
学
日
を
五
月
に
延
ば
せ
ば
、
遅
れ
て
い
た
前
定
期
試
験
は
四
月
二
十

六
日
か
ら
三
日
間
、
二
十
八
日
に
は
完
了
す
る
か
ら
、
も
は
や
遅
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

五
月

一
日
か
ら
毎
日
何
人
か
ず

つ
新
入
生
が
や

っ
て
来

る
。
残

っ
た
全
科
卒
業
試
験

は
五
月

二
十
八
日
で
あ
る
。
伊
丹

・
大
鹿

・
猪
名
野

・
蕪
徳

・
川
東

・
御
園
の
六
校

連
合
の
試
験

で
あ
る
が
、
伊
丹
校
の
受
験
生
は
中
等

一
級
が
五
名
、
初
等

一
級
が

二
二
名
の
計
二
七
名
に
す
ぎ
な
い
。
入
学
日
を
五
月
と
変
更
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
異

常
事
態
を
異
常
で
な
く
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
な
ら
驚
く
に
値
し
な
い
。
こ
れ
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
し
て
、
十
七
年
九
月
、
全
く
新
し
い
粧
を
も

っ
た
兵
庫
県
小
学
校
規
則
が
制
定
公
布
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
す

で
に
日
で
紹
介
し
た
が
、
念

の
た
め
再
度
こ
こ
に
引
用
す
る
。
学
年

・
学
期
の
開
始
に
つ
い
て
の
規
則
は

第
七
条

学
年

ハ
十

一
月

一
日

二
始

マ
リ
翌
年
十
月

三
十

一
日

二
終

ル
、
之

ヲ
分
チ
テ
前
後

ノ
ニ
学
期
ト
ス
、
前
学
期

ハ
十

一
月

一
日

二
始

マ
リ
翌
年

四
月
三
十
日

二

終

リ
、
後
学
期

ハ
五
月

一
日

二
始

マ
リ
十
月
三
十

一
日

二
終

ル

と
あ

っ
た
。
伊
丹
小
学
校

の
と

っ
た
措
置
が
県

に
よ

っ
て
追
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
県
と
い
う
公
権
力
が
、
異
常
事
態
に
対
し
て
、
規
則
を
変
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
異

常
事
態
を
異
常

で
な
く
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

『
文
部
省
第
十
二
年
報
』
所
収

の
兵
庫
県
学
事
報
告
に
は
、
こ
の
規
則
改
正
の
理
由
に
つ
い
て
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

小
学
校
教
則

ハ
綱
領

二
従

ヒ
十
五
年

一
月
改
正
施
行

セ
シ
ト
難

モ
、
教
科
用
書
及
学
科
程
度

二
於
テ
不
充
分

ナ
ル
所

ア
リ
、
本
年
九
月
、
更

二
小
学
校
規
則
(教
則
・

諸
則

・
試
験
法
)

ヲ
発
シ
、
前
教
則

ヲ
改

メ
タ
リ
、
而

シ
テ
改
正
事
項

ノ
重
ナ
ル
モ
ノ

ハ
、
学
期
ヲ

一
定

セ
シ
事

(改
正
前

ハ
従
来

ノ
慣
習

ヲ
採
リ
、
各
郡
区

ト
モ

ニ
異
同

ア
リ
)
、
農
業
ヲ
中
等
科

二
引
下
ケ
シ

コ
ト

(
土
地
ノ
情
況

二
依

リ
認
可
ヲ
経
テ
工
商
業

二
換

ユ
ル
ヲ
得
)
、
作
文
用
書
ヲ
規
定
シ
、
其
他
不
適
当

ノ
教
科
書

ヲ
変
更

セ
シ
コ
ト
、
諸
則

ヲ
規
定

セ
シ
コ
ト
等

ナ
リ

と
、
私

は
県
下

の
学
校

の
学
期
に
ど
の
程
度

の
異
同
が

あ

っ
た
か
確
か
め
て
い
な
い
が
、
こ
の
異
同
を
統

一
す

る
に
あ
た

っ
て
、
こ
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
狂
い
と
い
う
異

常
事
態

に
合
わ
せ
る
方
向
に
お
い
て
統

一
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
こ
の
九
月
以
降
の
試
験
を
見
る
に
、
後
定
期
試
験
は
十
月

二
十
七

日
で
文
句
な
し
に
正
常

で
あ
り
、

全
科
試
験
は
十

一
月
十
四
日
で
あ
る
が
、

先

の
城
南
小
学
校
倉
賀
野
胤
正
の
語

る
如
く
、

全
科
試
験

の
翌
日
か
ら

授
業
を
開
始
す
れ
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ば
、
わ
ず

か

一
五
日
の
遅
れ

で
す
む
わ
け
で
、
十

一
月
始
業

で
あ
る
こ
と
に
は
相
違
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
画
期
的
な
兵
庫
県
小
学
校
規
則
も
わ
ず

か
二
年
余
で
消
滅
す
る
。
明
治
十
九
年

四
月
十
日
、
小
学
校
令
が
公
布
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

中
央
集
権

の
全

国
画

一
的
な
小
学
校
教
育
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
教
則
も
文
部
大
臣

の
定
め
る

「
小
学
校

ノ
学
科
及
其
程
度
」
に
依

る
こ
と
に
な

っ
た
か
ら
、
忠
孝
舞
倫
を
う
た

っ
た
兵
庫
県

の
教
則
も

一
ぺ
ん
に
消
え

て
し
ま

っ
た
。
学
制
以
来
続

い
た
六
ヵ
月

一
級
制
は
廃
止
さ
れ
、
四
月
始
業

の
学
年
制
と
な

っ
た
。
こ
れ
ら
は
明

治
二
十
年

四
月

か
ら
実
施
さ
れ
た
が
、
試
験
制
度
は
、
年

五
回
の
小
試
験
と
年
度
末

の
大
試
験
と
に
整
理
さ
れ
た
。
小
試
験

の
実
施

は
五
月

・
七
月

・
十
月

・
十

二
月

・
二
月
の
各
月
末

で
あ

っ
た
か
ら
、
今

日
世
上

]
般

の
常
識
と
な

っ
て
い
る
各
学
期

の
中
間
考
査

・
期
末
考
査

に
該
当
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
(
20
)

し
た
が

っ
て
明
治

二
十
年
以
降

の
伊
丹
小
学
校
日
誌
を
見

て
も
、
も
は
や
従
来

の
よ
う
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
乱
れ
は
な
い
。
小
学
校
令

は
以
上
見
て
き

た
よ
う
な
地
方

に
お
け
る
学
校
運
営
上
の
乱
れ
を
正
す
役
割
を
も
も

っ
た
も
の
だ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

お

わ

り

に

以
上
、
主
と
し
て
兵
庫
県
川
辺
郡

の
史
料

に
も
と
つ
ぎ
、
明
治
前
期

の
小
学
校

の
試
験
制
度
に

つ
い
て
、
末
端
の
教
育
現
場
に
お
け
る
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ

こ

に
見
ら
れ
た
も

の
は
、
試
験
を
中
心
と
す
る
年
間

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
大
幅
な
狂
い
で
あ
り
、
そ

の
異
常
な
事
態
が
日
常
化
し
て
い
る
姿

で
あ

っ
た
。
し
か
も
、
こ
れ
を
是

正
す

る
方
向
と
は
反
対
に
、
こ
の
狂

っ
た
事
態
に
合
わ
せ
て
学
年

・
学
期
の
開
始
時
期
を
変
更
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
明
治
十
七
年

の
改

正
規
則
で
あ

っ
た
と
考
え
る
に

至

っ
た
時
、
そ

の
驚
き

は
大
き
か

っ
た
。
何
故
な
ら
、
こ
れ
ま

で
こ
の
改
正
規
則

に
つ
い
て
は
、
そ
の
中

に
し
ば
し
ば
登
場
す

る

「
忠
孝
郵
倫
」
に
眼
を
奪
わ
れ
て
、
こ

れ
を
幼
学
綱
要

の
下
付
と
の
関
係
と
い
う
面
か
ら
の
み
見
て
い
た
か
ら
で
あ

っ
た
。

教
育
令

(改
正
教
育
令
を
も
含
め
て
)期

は
、
大
小
区
制
に
よ

っ
て

一
旦
消
え
た
古
来

の

「
郡
」
が
、
郡
区
町
村
編
制
法
(明
治
+

一
年
七
月
)
に
よ

っ
て
行
政
単
位
と
し
て
復

活
し
、
郡
長
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
以
来
、
教
育
行
政

の
末
端
に
お
け
る
郡
長

の
権
限
は
き
わ
め
て
大
き
か

っ
た
。
郡

の
達

は
、
そ

の
発
令
者
が
郡

長
で
あ
れ
郡
役

(
21
)

所
庶
務
掛
あ
る
い
は
学
務
掛

で
あ
れ
、

直
接
に

「
某
小
学
校
御
中
」

「
某
校
教
員
御
中
」
あ
る
い
は

「
某
校
学
務
委
員
御
中
」
と
教
育
現
場
に
令
達
さ
れ
て
い
る
。
末
端

の
教
育
行
政
を
掌
握
し
て
い
た
の
が
町
村

の
戸
長
で
は
な
く
、
郡
長
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

そ
の
郡
長
が
郡
内

の
教
育
現
場
を
掌
握
す

る
に
は
、
郡

の
広
さ
は
ま
こ
と
に
手
頃
で
あ

っ
た
。
郡
内
小
学
校

の
数

は
、
川
辺
郡

の
場
合
、
明
治
十
五
年

で
四

一
校
、
同

明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験

一243一

噂昂



明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験

十
七
年

で
三
六
校
、
充
分
掌
握
可
能
な
数
で
あ
る
。
他

の
郡
で
も
似
た
よ
う
な
数

で
あ
る
。
そ
し
て
教
育
行
政

の
実
績
を
あ
げ

る
も

っ
と
も
効
果
的
な
方
法
は
、
定
期
試

験
と
全
科
試
験
と
を
も

っ
と
も
重
大
な
行
事
と
し
て
、

こ
れ
に
臨
監
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
(県
か
ら
の
臨
監
は
、
教
育
令
期
に
は
原
則
と
し
て
全
科
試
験
だ
け
で
あ
っ
た
)。

郡
吏

は
こ
れ
ら
試
験

の
た
び
に
、
全
試
験
場
を
巡
回
で
き

る
よ
う
綿
密
な
日
程
を
組
み
、
洩
れ
な
く
臨
監
す

る
こ
と
を
何
よ
り
も
優
先
し
て
実
行
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
伊
丹
小
学
校
の
場
合

の
よ
う
に
、
県
官
が
予
定
の
日
に
不
都
合
が
生
じ
て
も
、
代
理
派
遣
と
か
臨
監
を
省
略
し
て
試
験
を
実
施
す
る
と
い
う
こ
と

は
せ
ず
、

試
験
を

一
日
遅
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
創
立
以
来
最
初

の
下
等
全
科
試
験
で
あ
り
、
ひ
き

つ
づ
い
て
最
初

の
下
等
全
科
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
る
記
念
す
べ
き
行
事

の

日
を
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
各
小
学
校

で
は
、
郡

か
ら
指
示
さ
れ
た
春
秋

二
期

の
定
期
と
全
科

の
両
試
験

の
日
程
に
合
わ
せ
て
年
間
行
事
予
定
を
組
ま
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
郡
吏

の

巡
回
は
定
期
試
験

で
約

一
ヵ
月
、
全
科
試
験

で
半
月

か
か
る
の
で
あ

っ
た
か
ら
、
学
校
に
よ

っ
て
ず
れ
が
生
ず
る
の
は
当
然
で
あ

っ
た
。

以
上

の
こ
と
を
考
え
る
時
、
教
育
行
政

の
末
端

に
あ

っ
て
、
教
育
現
場
に
か
く
も
大
き
な
影
響
を
与
え

る
郡

の
機
能
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
考
察
を
加
え
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
今
後

の
課
題
と
し
て
と
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

注
(1
)

兵
庫
県
で
は
、
開
明
的
官
僚
と
し
て
知
ら
れ
た
県
令
神

田
孝
平
は
、
学
制
実
施

に
つ
い
て
も
当
時

の
民
情
を
察
し
て
決
し
て
こ
れ
を
強
行
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
こ
の
神
田
の

方
針
を
、
明
治
八
年

の
督
学
局
年
報
に
記
載
さ
れ
た
第
三
大
学
区
巡
視
功
程

の
兵
庫
県
に
関
す
る
報
告
書
は

本
県
教
育

ノ
業

ハ
悉
ク
之
ヲ
区
内
人
民
ノ
協
議

二
任

セ
、
県
庁
敢
テ
関
渉

ス
ル
ナ
シ
ト

(中
略
)
蓋

シ
県
令
神
田
氏

ハ
教
育
ヲ
以
テ
人
民
自
己
ノ
業
タ
ル
ヲ
了
知
セ

シ

メ

ン
為

メ
、
務

メ
テ
各
般

ノ
事
務

ヲ
人
民

二
負
担
セ
シ
ム

(『
文
部
省
第
三
年
報
』
六
六
ペ
ー
ジ
)

と
報
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
方
針
で
あ

っ
た
か
ら
、
神

田
は
つ
い
に
兵
庫
県
令
在
任
中
に
は
兵
庫
県

の
小
学
教
則
も
制
定
す
る
こ
と
な
く
、
小
学
区
も
つ
い
に
画
定
す
る
に
至
ら

な
か

っ
た
。
明
治
九
年
九
月
、
神
田
が
元
老
院
議
官
と
し

て
東
京
に
去

っ
た
あ
と
、
い
わ
ゆ
る
第

三
次
兵
庫
県

の
権
令
と
な

っ
た
の
が
、
神
田
と
は
全
く
対
照
的
な
典
型
的
官
僚
森

岡
昌
純
で
あ

っ
た
。
そ
の
森
岡
が
着
任
早
々
教
育
会
議
を
開

い
て
、
「兵
庫
県
小
学
校
教
則
」
お
よ
び

「
兵
庫
県
上
下
等
小
学
試
業
法
」
を
制
定
し
、
小
学
区
も
は
じ
め
て
画
定
(明

治
十
年
十
二
月
)
す
る
に
い
た

っ
た
の
で
あ
る
。
拙
稿

「
明
治
前
期
に
お
け
る
学
区
の
変
遷
1

と
く
に
兵
庫
県
川
辺
郡

の
学
区
に
つ
い
て
ー

」

(『地
域
史
研
究
』
七
〇
号
)

(2
)

「月
次
」
は
伊
丹
小
学
校
日
誌
に
は

「月
並
試
験
」
と
書

い
た
と
こ
ろ
も
あ
る
か
ら
、
古
来

の

「
月
次
祭
」
と
同
様
に

「
つ
き
な
み
」
と
読

ん
で
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

(3
)

倉
沢
剛

『
小
学
校

の
歴
史
1
』
七

一
一
ペ
ー
ジ
。

(4
)

小
西
新
右
衛
門
文
書
、
拙
編

『伊
丹
教
育
史
料
ー
明
治

前
期
川
辺
郡
教
育
関
係
資
料
ー
』

(以
下

『伊
丹
教
育

史
料
』
と
略
記
す
る
)

一
七
ペ
ー
ジ
所
収
。

(5
)

こ
の

「
小
学
規
則
」
は
、
『大
阪
府
教
育
百
年
史

第
二
巻

史
料
編
ω
』
に
は
年
次
が
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、

大
森
久
治

『
明
治
の
小
学
校
-
学
制

か
ら

小
学
校
令
ま
で
の
地
方
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教
育
ー
』
に
は
、
こ
れ
を
明
治
五
年
五
月
制
定

の
も
の
と
し
て
い
る

(同
書

三
九
ペ
ー
ジ
)
。

(6
)

こ
の
第
十

二
章
は
い
さ
さ
か
補
足
を
要
す
る
文
章
で
あ
る
。
『
大
阪
府
教
育
百
年
史

第

一
巻
』
に
お
け
る
解
説
で
は
、
こ
の
条
文
を
現
代

口
語
に
置
き
換
え
た
だ
け
で
解
説
に
な

っ
て
い
な
い
し
、
前
掲

『明
治
の
小
学
校
』
は
こ
れ
を
避
け
て
通

っ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
説
明
を
加
え
て
お
き
た

い
。
当
時
大
阪
府
下

の
小
学
校
数
を
七
〇
数
校
と
見
て
、
こ
れ

を
九
組
に
分
け
る
。

一
組
八
～
九
校
と
な
る
。
小
試
験

を
行
う
の
は
毎
月
上

・
中

・
下
旬
の
そ
れ
ぞ
れ
三

・
五

・
八

の
日
の
都
合
九
回
で
あ
り
、
こ
の
九
回
の
試
験
日
に
、
さ
き

の

九
組
が

一
日

一
組
ず

つ
割
当
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
故

に

コ

月

ニ
シ
テ
七
十
余
校
L
の
試
験
が
終

る
こ
と

に
な
る
。
し
た
が

っ
て
毎
校
月

一
回
小
試
験
を
受
け
る
の
で
あ
る
が
、

大
試
験

の
行
わ
れ
る
春
秋
二
回
の
月
は
小
試
験
を
行
わ

な
い
の
で

「毎
校
年
中
十
回

ノ
試
験
を
遂
グ
」
と
な

る
の
で
あ
る
。

(7
)

『伊
丹
市
史

第
三
巻
』

一
一
ニ
ペ
ー
ジ
で
は
、

伊
丹
小
学
校
下
等
全
科

の
最
初

の
卒
業
を

「
明
治
十
年

四
月
の
こ
と
で
あ

っ
た
」
と
書
い
た
が
、

こ
の
四
月
は
定
期
試
験
の
月

で
あ
り
、
全
科
試
験
の
実
施

は
五
月
十
五
日
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で

(本
稿

二
三
六
ペ
ー
ジ
参
照
)
、

こ
の
際

「明
治
十
五
年

五
月

の
こ
と
で
あ

っ
た
」
と
訂
正
し
て
お
き

た
い
。

(8
)

「
補
助
員
授
業
生
」
に
つ
い
て
は
拙
稿

「明
治
前
期

の
小
学
教
員
1
と
く
に
補
助
員
授
業
生
に
つ
い
て
ー

」
(『
大
手
前
女
子
大
学
論
集

第

9
号
』
)
参
照
。

(9
)

幼
学
綱
要

の
下
付

は
、
兵
庫
県
で
は
明
治
十
七
年
十
月
十
六
日
に
神
戸
区
に
下
付
さ
れ
た
の
が
最
初
で
、
摂
津

の
各
小
学
校
で
は
同
年
内

に
、
播
磨
で
は
や
や
遅
れ
て
翌
十
八
年

と
な

っ
て
い
る
。
拙
稿

「
明
治
十
年
代
の
小
学
校
-
兵

庫
県
学
事
検
閲
を
中
心
に
ー
」
(『
地
域
研
究
い
た
み
』
12
号
)
参
照
。

(10
)

拙
稿

「地
方
教
育
史
上
の
諸
問
題
ー
と
く
に
小
学
教

則
の
制
定
を
め
ぐ

っ
て
l
」

(『兵
庫
史
学
』
第
64
号

)
。

(11
)

『
伊
丹
教
育
史
料
』

二

一
七
ペ
ー
ジ
お
よ
び
二
一二
四
ぺ
ー
ジ
。
と

こ
ろ
で
こ
の
当
時
伊
丹
小
学
校
は
、
本

文
二
三
七
ぺ
ー
ジ
に
示
す
よ
う
に
、
四
月
始
業

,
学
年
制
の
独
自

の
教

則
を
採
用
し
て
い
た
か
ら
、
本
来
な
ら
ば
入
学
期
日
は
四
月
の
み
で
よ
い
筈
で
あ
る
が
、
旧
慣
は
捨
て
難
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
十
月
に
も
入
学
生
を
受
入
れ
て
い
る
。

(12
)

大
江
島
自
治
会
所
蔵
文
書
。
姫
路
市
史
編
集
室
の
収

集
史
料
で
あ

る
。

こ
れ
の
利
用
を
許
さ
れ
た
大
江
島

自
治
会
な
ら
び
に
姫
路
市
史
編
集
室
に
謝
意
を
表
す
る
。

(13
)

牧
野
自
治
会
所
蔵
文
書
。
前
掲
史
料
同
様
姫
路
市
史
編
集
室

の
収
集
史
料
で
あ
る
。

(14
)

隣
接
校

二
～
四
校
で
組
合
と
な
り
、
月
次
試
験
に
際

し
て
は

「
問
題

ハ
共
議
ノ
上
某
隣
校

ヨ
リ
発
ス
ベ
シ
」
「当
日

ハ
主
坐
教
員
壱
名
立
会
ベ
シ
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

(15
)

明
治
十
九
年

は
伊
丹
小
学
校
日
誌
が
欠
け
て
い
る
が

、
『兵
庫
県
教
育
雑
報
』
第
五
五
号

(国
立
公
文
書

館
内
閣
文
書
所
蔵
)
に
は
、
明
治
十
九
年
二
月

の
記
事
と
し
て
、

○
生
徒
競
進
会

川
辺
郡
小
学
生
徒
競
進
会
第

一
番

学
区

ハ
ニ
月
廿
四
日
尼
崎
小
学
校

二
、
第

二
番
学
区

ハ
ニ
月

廿
五
日
伊
丹
小
学
校

二
、
第
三
番
学
区

ハ
ニ
月
廿
七
日
広
根
小

学
校

二
於
テ
開
設

セ
リ

と
あ

っ
て
、
十
七
年
の
改
正
規
則
が
十
九
年

二
月
に
な

っ
て
は
じ
め
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
、
し
か
も
、
こ
れ

は

「
全
郡

一
体
」
の
も
の
で
は
な
く
、
但
し
書
き

の

「
時
宜

ニ
ョ
リ
全

郡
ヲ
三
部

二
分
チ
開
会
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
」
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

(16
ワ

『
兵
庫
県
教
育
雑
報
』
第

一
五
号

(伊
丹
市
立
博
物

館
所
蔵
)
に
は

○
小
学
生
徒
比
較
試
験
規
則

揖
西
郡
生
徒
比
較
試

験
規
則
伺

ハ
七
月
十
五
日
、
揖
東
郡
同
規
則
伺

ハ
七
月
十
七

日
指
令
相
成
リ
タ
リ

と
あ

る
の
み
で
あ
る
が
、
姫
路
市
史
編
集
室
収
集
の
大

江
島
自
治
会
所
蔵
文
書
中
に
年
次
不
明

の

「
揖
東
郡

小
学
生
徒
競
業
会
則
」
な
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
が

「七
月
十
七
日
指

令
相
成
リ
タ
リ
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
判
明
す
る
。

明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校
の
試
験
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明
治
前
期
に
お
け
る
小
学
校

の
試
験

(17
)

『
兵
庫
県
教
育
雑
報
』
第
二
三
号
は
国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
所
蔵
、
第
二
四
号
は
伊
丹
市
立
博
物
館
所
蔵
で
あ
る
。

(18
)

伊
丹
小
学
校
は
、
伊
丹
の
酒
造
家
小
西
新
右
衛
門
が
県
令
神
田
孝
平
の
態
漁
に
よ

っ
て
、
私
財
を
投
じ
て
小
学
校
貸
附
会
社
を
お
こ
し
、
そ
の
利
金
を
基
金
と
し
て
設
立
し
た
私

立
学
校
で
あ

っ
た

(『伊
丹
市
史

第
三
巻
』
)。

(19
)

『飾
東
郡
学
事
月
報
』
第

一
号
、
明
治
十
七
年

一
月

飾
東
郡
役
所
学
務
課
刊
、
故
古
家
実
三
旧
蔵
文
書
。

(20
)

明
治
十
五
、
六
年
頃
に
は
な
ば
な
し
く
展
開
し
た
比
較
試
験
も
、
当
時
の
試
験

日
程
の
過
密
化
に
よ

っ
て
、
実
際
に
は
さ
ほ
ど
ひ
ん
ば
ん
に
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
十

九
年

の
小
学
校
令
以
後
、
二
十
年
代
に
入

っ
て
、
学
校

に
お
け
る
試
験
の
回
数
が
減

っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
却

っ
て
比
較
試
験
が
盛
ん
に
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

(21
)

改
正
教
育
令
以
後
は
、
学
務
委
員
の
中
に
戸
長
が
加
わ

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
学
校
の
設
置
廃
止
と
か
教
員

の
人
事
の
よ
う
に
戸
長

の
権
限

に
係
わ
り
の
あ
る
達

の

場

合

に

は
、
と
く
に

「
朝
薇
委
員
御
中
」
と
並
記
し
て
い
る
。

(補
注
)

な
お
、
伊
丹
小
学
校
日
誌
に
お
け
る
試
験
関
係
記
事

に

つ
い
て
は

『
地
域
研
究
い
た
み
』
第
十
六
号

の
小
学
校
と
試
験
ー
伊
丹
小
学
校
日
誌
よ
り
ー
」
を
参

照
さ
れ
た
い
。

(伊
丹
市
立
博
物
館
刊
)
所
載
の
下
久
保
恵
子

「
史
料
紹
介

明
治
前
期

(
86

・
2

・
2

脱

稿

7

・
27

補

筆

修

正

)
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